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取扱説明書 

STR-DH710 


お買い上げいただをありがとラございます。 

電気製品は、ま全のための注意事項を守5ないと、义災や人身事故 
になることがありまず。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミち意事項と製品の取0扱いかたをおし 
ています。この取扱説明書をよくお読みのラえ、製品を安全にお使いください。お読 
みになったあとは、いつでち見られるところに必ず保管してください。 


A 警告 


©2010 Sony Corporation 




この取扱説明書につい 
て 

•この取扱説明書では、 STR - DH 710 の操作 
方法を説明しています。本体前面ち下のモデ 
ルナンバーを確認してください。 

•この取扱説明書では、付属の U モコンを使っ 
た操作のしかたを説明しています。 


商標にごいて 

本機はドルビー*デジタルデコーダー ( EX ) 
およびドルビープ□□ジツク川、 llx 、 llz ) 
Dolby Diaital Plus . Dolby TrueHD デ〕一 
ダー、 MPEG -2 AAC ( LC ) デコーダー、 
DTS ** ( DTS-ES および DTS 96 に 4) デ 
コーダー、 DTS - HD デコーダーを搭載してい 
ます。 

* ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基 
づさ製造されています。 Dolby 、 ドル 
ビ ー 、 Pro Logic 、" AAC " □コ'及びダブ 
ル D 記号はドルビーラボラト U —ズの商標 
です。 

** 米国特許番号5,451,942：己,956,674; 

5,974,380; 5,978,762; 6,226,616; 

6,487,53日； 7,212,872; 7,333,929; 

7,392,19日； 7,272,567、その他米国およ 
び米国がで特許申請中の実施権に基づを製 
造されています。 DTS は登録商標です。ま 
た DTS □コ L シンボル、 DTS - HD および 
DTS-HD Master Audio は DTS 社の商標 
です。 ©1996-2008 DTS , Inc . All Rights 
Reserved . 


本機は、 High-Definition Multimedia 
Interface ( HDMI ®) 技術を搭載しています。 
HDMk HDMI □コ '、 および High - 
Definition Multimedia Interface は 、 HDMI 
Licensing LLC の米国およびその他の国にお 
ける登録商標です。 

" x . v . Color " および " x . v . Color " □コ‘は、 
ソこ一 株式尝社の商標です。 

"プラビアリンク"および " BRAVIAUnk " 
□づは、 ソこ一 株式尝社の登録商標です。 

"プレイステーション"は株式会社ソニー■コ 
ンピュータエンタテイン ントの登録商標で 
す。 
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る部の名前と働を 

本巧前面 



丘]1/の（電源オン/スタンバイ）（29、49 
ページ） 

回 TONE+/- つまみ、 TONE MODE (70 
ぺージ） 

回 INPUT SELECTOR つまみ （37 - 43' 
57、60ぺージ） 

团表示窓 （6 ぺージ） 

固 U モコン受巧部 

U モコンか5の信号を受信します。 

图 DIMMER 口3ぺージ） 

团 MASTER VOLUME つまみ（36、37 
ぺージ） 

图 MUTING (37 ぺージ） 

图 VIDEO 2 IN 端テに7ぺージ） 


画 AUTO CAL M に端モ （31 ぺージ） 

回 DISPLAY (38 ぺージ） 

回 2CH/A.DIRECT、A.F.D.' MOVE、 
MUSIC (44 ぺージ） 

画 TUNING MODE、TUNING +/-、 
MEMORY/ENTER (40 ぺージ） 

囲 INPUT MODE (57 ぺージ） 

画 PHONES 端モ （80 ページ） 

画 SPEAKERS (29 ページ） 
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因回因 

SL SR 


名称と働き 


回 111LFE))) 

入力信号に LFE (重低音効果）のチヤン 
ネルびを在しているとさや、実隙に LFE 
信号の音び再生されているときに 「 LFE 」 
の文字び点灯します。 


回入力表示 

現在、本機に入力されている信号を表示し 
ます。 

HDMI 

下の場合に点なします。 

-HDMI IN 端テにつないだ機器び認識さ 
れているとさに1ページ） 

-HDMITV OUT 端子につないだテレビか 
らオーデイオ U ターンチヤンネル 
( ARC ) の信号び入力されているとを 
(56 ぺージ） 

COAX 

INPUT MODE を 「 AUTO 」 に設定して 
いて、デジタル信号び COAXIAL 端子か 
ら入力されているとさに点なします （57 
ぺージ）。 

OPT 

INPUT MODE を 「 AUTO 」 に設定して 
いて、デジタル信号び OPT に AL 端子か 
ら入力されているとさに点灯します（己7 
ぺージ）。 
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田 PL 
田 PL II 
田 PL llx 
田 PL llz 


ごこモ音 

スピーカーパターンの設定によっては点な 
しません。 


回ドルビーデジタルヴラウンド表示 

ドルビーデジタルフオーマツトの信号をデ 
コードしているとをに、該当する表示が点 
灯します。 

田 D Dolby Digital 

m D EX Dolby Digital 

Surround EX 

CD D + Dolby Digital Plus 

田 TrueHD Dolby TrueHD 

がち章 

ドルビーデジタルフオーマツトのディスク 
を再生するとさは、デジタル接続している 
こと 、 INPUT MODE び 「 AUTO 」 に 
なっていることを確認してください （57 

_ぺづ)。 _ 

固 SLEEP 

ス U —プタイマーが働いているとさに点灯 
します （39 ページ)。 


团 DTS (- ES ) 表示 

DTS または DTS - ES 信号を入力している 
とさに点なします。 

DTS 

DTS 信号をデコードしているときに点口 
します。 

DTS-ES 

DTS - ES 信号をデコードしているとをに 
点打します。 

DTS 96/24 

DTS 96 kHz /24 ビット信号をデコードし 
ているとさに点なします。 

ス；手章 

DTS フオー マッ トのディスクを再生する 
とさは、デジタル接続していること、 
INPUT MODE が 「 AUTO 」 になってい 
__ることを確認してください_(57ページ)。 

固 NE 0:6 

DTS Neo :6 Cinema/Music 処理を行っ 
ているとさに点なします （45 ページ)。 


回 D.RANGE 

ダイナ S ックレンジの圧縮び働いていると 
__さに点巧します （66 ページ)。_ 

画チューナー表示 

ラジオを聞いているとさに点なします。 

ST 

ステレオ放送 
: ；1 

プ U セット番号 
ご''モ音 

プ U セット番号の表示は、選んだ放送局に 
よって切り換わります。ラジオ放送局の登 
録について詳しくは、43ページをご覧く 
ださい。 

の A^C 

MPEG -2 AAC 信号び入力されたとさに点 
灯します。 

ご；モ章 

MPEG -2 AAC は、アルコ ' U ズム ： (LC 
(Low Complexitv )) にのみ对応していま 
—す。_ 

画 LPCM 

リニア PCM 音声信号び入力されたとさに 
点なします。 

画 DTS-HD 表示 

DTS - HD 信号をデ〕ードしているとをに、 
該当するいずれかの表示び点なします。 

DTS-HD MSTR 
DTS-HD Master Audio 
DTS-HD HI RES 
DTS-HD High Resolution Audio 
DTS-HD LBR 

DTS-HD Low Bit Rate Audio 


名称と働き 


ち称と働を 
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[UDMPORT (60 ぺージ） 


(DMPORT 端子） 


© 


FM 75 Q 同軸アンテナ端子 


00 


AM アンテナ端子 


回アンテナ入力部 （28 ぺージ） 


固 

固音声入出力部 


デジタル入出力端子（18、21、24、25、 
26ぺージ） 


HDMI 入出力端モ 


□ 


OPT に ALIN (光） 
デジタル音声入力端子 


© 


COAXIAL IN (同軸） 
デジタル音声入力端子 


アナ□グ入出力端子（16、18、19、24、 
26ぺージ） 


® a (L) 

傷)赤 （ R ) 


音声入出力 
端モ 


© 


里 


音声出力端モ 


本巧を面 


圧]回 凹 回,困 
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丫、 Pb / Cb 、 Pr / Cr 
入出力端子 


コンポーネント映像入出力端 
テ（18、24、25、2目ペー 
ジ） 


コンポジット映像入出力端子 
(18、24、26、27ページ） 

0) 黄 映像入出力 


高画質 


デジタル入出力端子 
(18、21ページ） 


HDMI 入出力端子 


固スピーカー出力部 （16 ページ) 



お持ちのテレビを HDMI TV OUT 端子また 
は MONITOR OUT 端子につなぐと、選ん 
だ入力の映像を見ることがでさます（18、 

21ページ)。 


团 映像入出力部* 

画質は接続する端モによって異なります。 


付属の U モコンを使って、本機の操作が 
でをます。また、 U モコンに登録されて 
いるソこ一製機器などを操作できます。 

RM-AAU080 



y モコン 


) B R 

けがに 

緑青で赤 

© ©© 


次のページへつづ< 
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シフトボタン（圆）と TV ボタン 
(圆）の使いかた 

シフトボタン （画） 

シフトボタン（画）を押しなびら、ピン 
クで印字されたボタンを押します。 

例：シフトボタン（画）を押しなびら、 
確定ボタン（回）を押す。 



TV ボタン （画） 

TV ボタン（画）を押しなびら、黄色で 
印字されたボタンを押してテレビを操作 
します。 

例： TV ボタン（画）を押しなびら 、 TV 
チヤンネル+ボタン（凶）を押す。 



本機を操作ずるには 


名称と機能 

回電源の（電源オン/スタンバイ） 

本機の電源を入れたり、スタンバイ状態に 
します。 

スタンバイ中にミ肖費電力を抑えるには 

「 CTRLHDMI 」 を 「CTRL OFF 」 に設定 
します （65 ページ)。 

团入力切り換えボタン （ VIDEO ド） 

使用する機器を還びます。入力切0換えボ 
タンを巧すと、本機の電源び入0ます。 

数字ボタン d ( 5a ) 

FM / AM チューナーのプ U セット番号や、 
周波数の入力びでさます。 

お定 C ) 

還択を確定します。 

团ダイレクトチューニング 

数字ボタンで聞さたい放送局の周波数を還 
んで、放を局を受信でさます。 

固メモ U - 

ラジオを聴いてるとさに放送局を登録しま 
す（プリセット）。 

固画面表吊 

表示窓に表示される情報を切0換えます。 

图アンプメニュー 

_アンプメニューを表示窓に表おさせます。胃 

画任） ♦/♦/♦/♦ 

♦/♦/♦/♦ を巧して項目を還び、货を巧して 
還択を確定します。 
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名称と機能 

岡 メニユー/ホーム d ) 

_アンプ ニューを表示窓に表示させます。 

圆選局 +/- 

放送局を選局します。 

プリセット +/— 

登録した放送局を選びます。 

圆サウンドフィールド +3)/- 

サウンドフィールドを選びます。 

[id 音量 +/— 

すべてのスピーカーの音量を同時に調節し 
ます。 

画消音 

一時的に消音するときに押します。消音機 
能を解除する場合は再度消音ボタンを押し 
ます。 

画戻る。*^ 

前の こ ューに 戻ります。 

数きボタンの日/ VIDEO 1および音靑切換、 
► . TV チヤンネル/ヴウンドフィールドの 
+には、己点（突起）が付いています。操作 
の目印として、お使いください。 

が AV 電源（の）と電源（回）を同時に押す 
と、本機とつないだ機器の電源を同時に切り 
ます（システムスタンバイ）。 

G ) シフト（画）を押しなびらボタンを押して 
<ださい。 

がアンプ こユー（回）を押してボタンを有 
効にして < ださい。 


ソニー 製テ レ ビを操作ずるには 

TV (画）を押しながら、黄色で印字さ 
れた使いたい機能のボタンを押してくだ 
さい。 


名称と機能 _ 

田 TV 電源（電源 オン/スタンバイ） 

_テレビの電源を入/切します。_ 

固数字ボタン （53) 

テレビのチヤンネルを選びます。_ 

確定 

選択を確定します。 

囲 CS 

110度 CS デジタル放送に切0換えます 
(巧すたびに CS1/CS2 び切 0 換わ 0 ま 
す)。 

固 BS 

巨 S デジタル放送に切0換えます。 


名称と機能 _ 

固画面表示 

テレビの情報を表示します。 

d (連動 データ 放送） W 

デジタル放送の連動データ放送をオン/才 
フします。 

圓 カラーボタン 

テレビ画面に表示されたガイドに従って操 
作してください。 

回ツール/オプション 

テレビのオプション こューを表示しま 
す。 

回メニュー/ホーム 

テレビの; こューを 表示します。 

画 TV チャンネル +3)/- 

次（+)、または前 （-) のチャンネルに切 
り換えます。 

回音量 +/- 

音量を調節します。 

画消音 

テレビの消音機能を有効にします。 

画戻る。*^ 

_テレビの前の こ ューに 戻ります。_ 

國番組表 

アナ□グ放送や、デジタル放送を視聴して 
いるとをに、番組表を表示します。 

國 音声切換 

お好みの音声信号に切0換えます。 

國地上デジタル 

地上デジタル放送に切0換えます。 

地上アナ□グ 

地上アナ□グ放送に切0換えます。 

國 シアター 

シアターボタンに対応したソこ一製テレビ 
につないでいる場合、映画に適した映像設 
定を自動的に行います。 

國入力切換 

入力を切0換えます（テレビ、またはビデ 
才）。 


a ) 数きボタンの 5/ VIDEO 1および音声切換、 
► . TV チヤンネル/サウンドフィールドの 
+には、己点（突起）が付いています。操作 
の目印として、お使いください。 

がシフト（圆）を押しながらボタンを押して 
<ださい。 


次のぺージへつづ< 
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他の ソニー 製品を操作ずるには 


名称 

プルーレイディス 
ク 、 DVD プレー 
ヤー/レコーダー 

衛星放送チュー 
ナー/ケーブルテ 
レビチューナー 

ビデオデッキ 

CD プレーヤー 

の 

AV 電源が 

電源 

電源 

電源 

電源 

固 

数すボタン c } 

が） 

トラック 

チヤンネル 

チヤンネル 

トラック 


確定 

確定 

確定 

確定 

確定 


ク U ァ C ) 

ク U ァ 

- 

- 

- 

固 

画面表示 

画面表71^ 

画面表 7 K 

画面表 7 K 

画面表术 


が） 

連動データ表示 

- 

- 

- 

因 

映像切換 

アングル切換 

- 

- 

- 

图 

カラー ボタン 

；><ニュー、ガイド 

- 

- 

- 

画 

© 

確定 

確を 

確定 

- 


♦/*/♦/* 

選択 

選択 

選択 

- 

m 

ツール/オプション 

オプションメ 

ニュー 

オプションメ 

- 

- 

画 

メニュー/ホーム 

メニュー 

にュー 

メニュー 

- 

画 

◄◄/►►が 

前/次のトラック 
をサーチ 

- 

早房し/早送り 

早戻し/早送り 


► a ) d ) (再生） 

再生 

- 

再生 

再生 


M ◄/ 

トラックをスキッ 
プ 

- 

トラックをスキッ 
プ 

トラックをスキッ 
プ 


■ 1 d ) (—時停止） 

一時停止 

- 

一時停止 

一時停止 


■ d ) (停止） 

停止 

- 

停止 

停止 

画 

おる 

^ニューを閉じる 

；><ニューを閉じる 

- 

- 

國 

番組表 

番組表 

番組表 

- 

- 

國 

字幕 

字幕選択 

字幕選択 

- 

- 

國 

音声切換 a> 

音声選お 

音声選択 

- 

- 

國 

トップメニュー 

トップ;ニュー/ 
ディスクメニュー 

- 

- 

- 


ポップアップ/ 

メニュー 

目 D-R0M のポッ 
プアップメニュー 
/ディスクメ 

ニュー 





数字ボタンの日/ VIDEO 1および音青切換、 
► . TV チヤンネル/ヴウンドフィールドの 
+には、凸点（突起）び付いています。操作 
の目印として、お使い<ださい。 

が AV 電源（の）と電源（回）を同時に押す 
と、本機とつないだ機器の電源を同時に切0 
ます（システムスタンバイ）。入力切換ボタ 
ン（回）を押すたびに AV 電源（田）の機 
能は自動的に切0換わ0ます。 

C ) シフト（画）を巧しなびらボタンを押して 
<ださい。 


がこれらのボタンを使って、デジタルメディ 
アポートアダプターの操作がでをます。ボタ 
ンの機能について詳しくは、デジタルメディ 
アポートアダプターの取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

尸ごちち 

•機器によっては、使えない機能わあります。 

•機能の説明は、例としてあげています。お持 
ちの機器によっては、上記の操作ができな 
かった0、説明されているとお0に動かない 
場合びあります。 
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リモコンに電池を入れる 

©と©の向をを合わせて、リモコンに、 
単3乾電池（付属）2本を入れます。 



で、; ちち 

•高温、多湿の場所を避けて保管してくださ 
い。 

•新しい乾電池と使用途中の乾電池を混ぜて使 
わないで < ださい。 

•マンガン乾電池と、種類の違ラ乾電池を混ぜ 
て使わないでくださし、。 

• U モコンを使ラときは、 U モコン受光部に直 
射曰光や照明器具などの強い光び当た5ない 
よラにごを意ください。 U モコンで操作でを 
ないことがあ0ます。 

•長い間 U モコンを使わないとさは、液漏れや 
腐食を防ぐため、乾電池を取り出してくださ 
い。 

•電池交換時に、 U モコンにプ□グラムした内 
容が消える場合があ0ます。その場合は、再 
登録してください （74 ページ)。 

• U モコンで本機を操作できなくなった5、 
新しい乾電池に交換してください。 


接続する 


1:スピーカーを設置す 
る 

本機では最大 7.1 チヤンネル（スピー 
力 一7 本とサブウー ファー 1 本） のス 
ピーカーシステムを構成でをます。 

映画館のよラなマルチチヤンネル音声を 
充分にお楽しみいただくには、5本のス 
ピーカー(フ□ントスピーカー: 2本、 
センタースピーカー:1本、サラウンド 
スピーカー: 2本）とサブウーファーび 
必要です （5.1 チヤンネル)。 

サラウンドバックスピーカ ー 1本 （6.1 
チヤンネル）またはサラウンドバックス 
ピーカー2本 （7.1 チヤンネル）を追加 
することによつて、サラウンド EX 
フォーマットの DVD やフルーレイソフ 
卜を忠実に再現でさるよラになります。 

PLIIz モード （45 ぺージ）でフロントハ 
イスピーカー2本 （7.1 チヤンネル）を 
追加することによって、ま直方向を含 
む、=次元的な音の表現を楽しむことび 
でさます0 


次のページへつづ< 
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スピーカーの 設置例 



□フ□ントス ピーカー (左） 

回フ□ントス ピーカー (ち） 

因 センタースピーカー 
因 サラウンドスピーカー(左） 

旦ヴラウンドスピーカー(ち） 

已ヴラウンドバックスピーカー(左） 

旧サラウンドバックスピーカー(ち） 
田フ□ント八イスピーカー(左） 

D フ□ント八イスピーカー(ち） 

田サブウーファー 
尸:ち普 

フ□ント八イスピーカーとサラウンドバック 
スピーカーを同時に使用することはでさませ 
ん。 


ちょっと 一言 

•7.1 チヤンネルのスピーカーシステムにサラ 
ウンドバックスピーカーを2本つなぐ時は、 
全ての©の角度を同じにします。 



•7.1 チヤンネルのスピーカーシステムにフロ 
ント八イスピーカーを2本つなぐ時は、リス 
ニングポジションか5 22°〜45°の角度に 
設置します。フ□ントスピーカーから最低1 
メー トルは高い位置に設置します。 

22 . 22 . 
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•6.1 チヤンネルのスピーカーシステムを構成 
する場合は、サラウンドバックスピーカーを 
U スニングポジションの真後ろに配置しま 
す。 



•サブウーファーには指向性があ0ませんの 
で、お好みの場所に設置でさます。 


圓 i - r か 
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0 モノラル音声コード（別売） 
包スピーカー コード巧り売） 


2:スピーカーを 接続す る 

ケーブル類をつなぐとをは、必ず電源コードを抜いてください。 
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a)SPEAKERS SURROUND BACK / 
FRONT HIGH / BI - AMP/FRONT B 端テ接 
続時のご注意 

-サラウンドバックスピーカーを1本のみ使 
用するとさは、 L 端テにつないでくださ 
い。 

-サラウンドバックスピーカーやフ□ント八 
イスピーカーを使わずに、追加のフ□ント 
スピーカーシステムを使ラ場合は、この端 
子につないでください 。 SPEAKER メ 
ニューの 「 S 目 ASGN 」 を [" SPK 巨」に設 
定してください （69 ページ)。本体の 
SPEAKERS ボタン （29 ページ）でフ〇 
ントスピーカーシステムを選べます。 

-サラウンドバックスピーカーやフ□ント八 
イスピーカーを使わない場を、この端テを 
フ□ントスピーカーのバイアンプ接続用 
(17 ページ）に使用することびでをます。 

がオートスタンバイ機能びあるサブウー 
ファーをお持ちの場合、映画鑑賞中はオート 
スタンバイ機能を OFF にしてくださし、。 
オートスタンバイ機能が ON になっている 
と、サブウーファーへの入力信号のレベルに 
よって自動的にスタンバイモードになり、音 
び出なくなることびあります。 

尸:ちち 

•電源コードをつなぐ前に、各スピーカー端テ 
間でコードの金属線び接触していないことを 
確認してください。 

•スピーカーの設置と接続び終わった5、 
SPEAKER メこュ ーで スピーカーパターン 
を選んでください （67 ページ)。 


パイアンプ接続する 


サラウンドパックスピーカーやフ□ント 
八イスピーカーを使わない場音'、 
SPEAKERS SURROUND BACK / 
FRONT HIGH / BI - AMP/FRONT 目端 
テをフ□ントスピーカーのバイアンプ接 
続巧に使用することがでをます。 


フ□ント フ□ント 

スピーカー（ち） スピーカー（を) 



フ□ントスピーカーの Lo (または Hi ) 
側を本機の SPEAKERS FRONT A 端テ 
に、フ□ントスピーカーの Hi (または 
Lo ) 側を本機の SPEAKERS 
SURROUND BACK/FRONT HIGH / 
BI - AMP/FRONT 目端テにつなぎます。 
このとさ、スピーカーに付属されている 
Hi/Lo のショート金具は必ず外してくだ 
さい。本機の故障の原因となります。 

バイアンプ接続後 、 SPEAKER メこュ ー 
の rSB ASGN 」 を 「 BI - AMP 」 に設定 
してください （6 日ページ)。 
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3: テレビを接続する 

ケーブル類をつなぐとをは、必ず 電源 コードを抜いてください。 



〇コンポーネント映像コード（別売) 
©映像コード诏 j 売） 

©光デジタル音声コード（別売） 
©音声コード（別売） 

© HDMI ケーブル（別売） 

ソニー 製の HDMI ケープルを推奨 
しまず。 

-おすすめの接続 

……その他の接続 


a ) 本機につないだ スピーカーか 5テレビのマ 
ルチチヤンネルサラウンドサウンド放送を楽 
しむには、©か©につないでください。テ 
レビは音量を最かにするか、消音機能で消音 
してください。 

がお持ちのテレビびオーディオ U ターンチヤ 
ンネル （ ARC ) に対応しているときは、テ 
レビの音靑び HDMI TV OUT 端テを通し 
て、本機につないだスピーカーに出力されま 
す。この機能を使ラには 、 HDMI メニユ ー 
の 「 ARC 」 を 「ARC ON 」 に設定してくだ 
さい （56 ページ)。 
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ごま章 

•再^^器の映像や音声を、本機を通してテレ 
ビに出力している場合は、本機の電源を入れ 
てください。電源び入っていないと、映像わ 
音声ち伝送されません。 

•HDMI TV OUT 端モや MONITOR OUT 端 
テにはテレビやプ□ジェクターなどの映像機 
器をつないで<ださい。録画機器をつないで 
も、録画でさないことがあります。 

■テレビとアンテナのつなざかたによってはテ 
レビの映像が乱れることがあります。この場 
合、アンテナを本機か5離して設置してくだ 
さい。 

•光デジタル音声コードをつなぐとをは、力 
チッと音がするまでまっすぐにプラグを差し 
込んで < ださい。 

•光デジタル音声コードを折り巧げた0、結ん 
だりしないで<ださい。 

ちょっと一言 

本機のデジタル音声入力端子はすべて、32 

kHz 、44.1 kHz 、48 kHz 、 96 kHz のヴンプ 

U ング周波数に対応しています。 


4 a : オーデイオ機器を 
接続する 

スーパーオーディオ CD プレーヤーや 
CD プレーヤー、 CD レコーダー、デジ 
タルメディア ポー トアダプターの接続例 
です。ケーブル類をつなぐとをは、必ず 
電源コードを抜いてください。 



©音声コード（別売) 
包映像コード（別売) 


巧のぺージへつづ< 


圓 i - r か 


を a 
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デジタルメディアポートアダプター 

接続時のごま意 

• 本機をデジタルメディアポートアダプ 
ターし i (外につなびないでください。 

•電源び入っている状態で、本機にデジ 
タルメディアポートアダプターをつな 
いだり、はずしたりしないでください。 

• デジタルメディア ポー トアダプターを 
つなぐとをは、▼マークの向をを合わ 
せて < ださい。 

• コネクターはしっかりとまっすぐに差 
し込んでください。 

• デジタルメディア ポー トアダプターの 
コネクターは壊れやすいため、本機を 
設置または移動するとをは、取り扱い 
に充分ま意してください。 

デジタルメディア ポー トアダプター 

を DMPORT 端子か5取りはずずと 

さは 



両側を押しなびら、引を抜いてくださ 
し、。 
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4 b : 映像機器を接続する 


接続できる機巧 

下記の表を参照し、お持ちの機器を接続 
してください。 

接続機器 

説明ページ 

ブルーレイディスクプレー 
ヤー*、ブルーレイディスクレ 
コー タ’一* 

21、24 

"プレイステーション 3" * 

21 

DVD プレーヤー* 

21、2 己 

DVD レコーダー* 

21、2 己、 27 

衛星放送チューナー\ケーブ 
ルテレビチューナー* 

21、26 

ビデオデッキ 

27 

ビデオ カ ラ/テレビゲーム 
機など 

27 


HDMI 端テのある映像機器には HDMI 接続 
を推奨します。 


お持ちのテレビを HDMI TV OUT 端テ 
または MONITOR OUT 端テにつなぐ 
と、選んだ入力の映像を見ることびでを 
ます （18 ページ)。 


デジタル機器をつなぐ端子び足りな 

いとさは 

r 他の入力からの音声/映像を楽しむ」 

(58 ページ）をご覧ください。 

巧ち号 

•ケーブル類をつなぐとさは、必ず電源コード 
を巧いてください。 

•すべてのケーブルでつなぐ必要はあ0ませ 
ん。お持ちの機器にある端子に合わせて接続 
のしかたを選んでください。 

■再生機器の映像や音声を、本機を通してテレ 
ビに出力している場合は、本機の電源を入れ 
てください。電源び入っていないと、映像ち 
音声ち伝送されません。 

•光デジタル音声コードをつなぐと定は、力 
チッと音びするまでまっすぐにプラグを差し 
込んで < ださい。 


* 光デジタル音靑コードを巧0曲げたり、結ん 
だ日しないで < ださい。 

ちょっと一言 

本機のデジタル音声入力端子はすべて、32 
kHz 、44.1 kHz 、48 kHz 、 96 kHz のサンプ 
U ング周波数に対応しています。 


HDMI 端子のある機器を接続 
する 

HDMI とは High-Definition 

Multimedia Interface の略で、映像信 

号と音声信号をデジタルで伝送するイン 

夕ーフェースです。 

HDMI 接続ででさること 

• 本機では HDMI で転送されたデジタル 
音声信号をスピーカー端テから出力で 
きます。ドルビーデジタル、 DTS、U 
ニア PCM、AAC の各 フォー マットに 
対応しています。 

•本機は、マルチチャンネルリニア 
PCM (サンプ U ング周波数192 kHz 
lil 下）で、8チャンネルまでのデジタ 
ル音声信号を、 HDMI を使った伝送で 
受信することびでをます。 

• High Bitrate Audio ( DTS-HD 
Master Audio , Dolby TrueHD )、 
Deep Color 、 x . v . Color 、3 D 伝送に 
対応しています。 

• 本機は HDMI 機器制御機能に対応して 
います。詳しくは r ブラビアリンク" 
機能を使ラ」 （50 ページ）をご覧くだ 
さい。 


巧のぺージへつづ< 


游論 - r か 


21 




衛星チューナー、 

ケーブルテレビチューナー 


DVD プレーヤ ー 、 
DVD レコーダー 


フルーレイティスクフレーヤー、 
ブルーレイディスクレコーダー、 
"プレイステーション江’ 

音亩/映像信号 

HOMI 

を 




OHDMI ケーブル（別売） 

ソニー 製の HDMI ケープルを推奨しまず。 



f 本機とテレビの音青接続について詳しくは 
18ページをご覧ください。 


マ、守音 

•つないだ機器を操作でさるよラに、リモコン 
の HDMI 1-3 入カボタンを初期設定か5変更 
してください。詳しくは、「入力切0換えボ 
タンの割り当てを変更する」 （74 ページ）を 
ご覧ください。 

•表示窓に表おされる HDMI 入力の名前を変 
えることがでをます。詳しくは、「入力に名 
前をつける」 （38 ページ）をご覧ください。 



固 


円 0 け © H©〕s 
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接続ケーブルについて 

•High Speed HDMI ケーブルをご利用 
ください 。 Standard HDMI ケーフル 
の場合、108 Op や Deep Color 、3 D 
の映像び正し < 表示でをない場合びあ 
ります。 

•認証を受けた HDMI ケーブルまたはソ 
ニー製の HDMI ケーフルをおすすめし 
ます。 

• HDMI - DVI 変換ケーブルの使用はおす 
すめしません。 HDMI - DVI 変換ケープ 
ルで DVI - D 機器をつないだ場合、音声 
や映像び出力されないことびあります。 
音声び正し<出力されない場合は、他 
の種類の音声コードやデジタル音声 
コードでつなざ 、 AUDIO メニューの 
「 A . ASSIGN 」 の設定を行ってくださ 
い （71 ページ)。 

HDMI 端子の接続のごま意 

•HDMI IN 端テに入力された音声信号は 
SPEAKERS 端テと HDMI TV OUT 
端テから出力することびでをます。他 
の音声端テからは出力されません。 

•HDMI IN 端テに入力された映像信号 
は 、 HDMI TV OUT 端テからのみ出力 
されます 。 VIDEO OUT 端テと 
MONITOR OUT 端テからは出力され 
ません。 

•テレビのスピーカーから音声を出すと 
きは 、 HDMI メニューの 「 AUDIO . 
OUT 」 を nV + AMPJ に設定してく 
ださい （72 ページ)。マルチチャンネ 
ルのディスクなどを再生でをないとを 
は、 「 AMP 」 に設定してください。た 
だし、 「 AMP 」 に設定すると、音声は 
テレビのスピーカーから出力されませ 
ん。 

•「 PASS . THRU 」 を rOFFJ に設定し 
ている場合、電源び入っていないと、 
映像ち音声を伝送されません。再生機 
器の映像や音声を、本機を通してテレ 
ビに出力している場合は、本機の電源 
を入れて < ださい。 

• スーノ f ーオーディオ CD の DSD 信号 
は入出力されません。 


• スーパーオーディオ CD のマルチチャ 
ンネル/2チヤンネ j レの再生エリアの 
音声信号は出力されません。 

• HDMI 端テからの音声信号（サンプ U 
ング周波数、ビット長など）は、つな 
いだ機器により制限されることびあ D 
ます。 HDMI ケーブルでつないだ機器 
の映像びきれいに映らなかった D 、 音 
びでないときは、つないだ機器側の設 
定をご確認 < ださい。 

• 再生機器から出力される音声のヴンプ 
U ング周波数やチャンネル数、音声 
フォーマットび切り換わったとさに、 
音声び途切れる場合びあります。 

• つないだ機器び着作権な護技術 
( HDCP ) に対応していないために、 

本機の HDMI TV OUT 端テからの映像 
や音声び乱れたり再生でをない場合び 
あります。このよラな場合は、つない 
だ機器の仕様をご確認ください。 

• High Bitrate Audio ( DTS-HD 
Master Audio、Dolby TrueHD ) を楽 
しむには、プレーヤーの映像解像度を 
720 p /1080 i し义上に設定してください。 

• マルチチャンネルリニア PCM を楽し 
むには、プレーヤーの映像解像度の設 
定び必要な場合びあります。プレー 
ヤーの取扱説明書をご確認 < ださい。 

•各 HDMI 機器は、表記されている 
HDMI の Version で定義されている機 
能をすべて包括しているをのではあ D 
ません。例えば、 Version 1.4 対応機 
器びすべてオーディオ U ターンチャン 
ネル （ ARC ) に対応しているねけでは 
ありません。 

• 本機につないだ機器について詳しくは、 
各機器の取扱説明書をご覧ください。 

•3 D 映像を楽しむには、 3 D 表示に対応 
したテレビおよび映像機器（ブルーレ 
イディスクレコーダー、プレイステー 
シヨン3など）と本機を HDMI ケーブ 
ルでつなざ、 3 D メガネを装着したラ 
えで、 3 D 対応のブルーレイディスク 
などを再生してください。 

• テレビおよび映像機器の仕様によって 
は、 3 D 表示でをない場合びあります。 
本機び対応する 3 D 映像フォーマット 
をご確認<ださい （86 ページ)。 


圓 MT か 
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ブルーレイディスクプレーヤー、ブルーレイデイスクレコー 
ダーを巧11^する 


ブルー レイディスク プレーヤー、ブルー レイデイスクレ コーダーの 接続例です。 


ブルーレイディスクプレーヤー、ブルーレイディスクレコーダー 



©コンポーネント映像コード（別売） 
©映像コード（別売） 

©光デジタル音声コード（別売） 

©同軸デジタルコード（別売） 

©音声コード（別売） 

——おすすめの接続 
……その他の接続 

* OPTICAL / COAXIAL 端テのある機器をつ 
なぐとをは 、 AUDIO メこューの 「 A . 
ASSIGN 」 を設定してください （71 ペー 
ジ)。 

ご注意 

•ブルーレイディスクプレーヤーを操作でさる 
よラに、 U モコンの呂 D 入カボタンを初期設 
定か5変更してください。詳しくは、「入力 
切0換えボタンの割り当てを変更する」 （74 
ページ）をご覧ください。 


■表示窓に表示される臣 D 入力の名前を変える 
ことびでをます。詳しくは、「入力に名前を 
付ける」 （38 ページ）をご覧ください。 
•COMPONENT VIDEO IN 1端テの初期設 
定では、ブルーレイディスクプレーヤーやブ 
ルーレイディスクレコーダーび割り当て5れ 
ています。ブルーレイディスクプレーヤーや 
ブルーレイディスクレコーダーを 
COMPONENT VIDEO IN 2や IN 3端子に 
つなぐ場合 、 VIDEO メこューの「 V . 
ASSIGN 」 を設定してください （71 ペー 

ご》） 

•マルチチャンネルのデジタル音青を出力する 
ために、ブルーレイディスクプレーヤーやブ 
ルーレイディスクレコーダー側でデジタル音 
声出力の設定をする必要びあります。詳しく 
は、各機器の取扱説明書を参照してくださ 
し、。 
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DVD プレーヤー、 DVD レコーターの接続例です。 



DVD プ レー ヤ ー 、 

DVD レコーダー 


映像信号 




音青信号 



COMPONENTVJp^EO 



DIGITAL 


1•"り" ■■ 

D に ITAL 



參參參 



甲 






奮包* ^ C 



©コンポーネント映像コード（別売） 
©光デジタル音声コード（別売） 

0同軸デジタルコード（別売） 


ご注意 

• DVD プレーヤーを操作でさるよラに、リモ 
コンの DVD 入カボタンを初期設定から変更 
してください。詳しくは、「入力切り換えボ 
タンの割り当てを変更する」 （74 ページ）を 
ご覧ください。 

■表示窓に表示される DVD 入力の名前を変え 
ることびでをます。詳しくは、「入力に名前 
をつける」巧8ページ）をご覧ください。 

•COMPONENT VIDEO IN 2端テの初期設 
定では、 DVD プレーヤーや DVD レコー 
ダーが割り当てられています。 DVD プレー 
ヤーや DVD レコーダーを COMPONENT 


おすすめの接続 
その他の接続 


f OP ~ nCAL 端子のある機器をつなぐとさは、 
AUDIO メニューの 「 A . ASSIGN 」 を設定 
してください （71 ページ)。 


VIDEO IN 1や IN 3端テにつなぐ場合、 
VIDEO こューの rv . ASSIGN 」 を設定し 
てください （71 ぺージ)。 

■マルチチャンネルのデジタル音青を出力する 
ために、 DVD プレーヤーまたは DVD レ 
コーダー側でデジタル音声出力の設定をする 
必要があ0ます。詳しくは、 DVD プレー 
ヤーまたは DVD レコーダーの取扱説明書を 
ご覧ください。 


DVD プレーヤー、 DVD レコーダーを接続する 



游論 - r か 
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衛星放送チューナー、ケーブルテレビチューナーを接続する 

衛星放送チューナー和ケーブルテレビチューナーの接続例です。 



©コンポーネント映像コード（別売） ——おすすめの接続 
©映像コード（別売） • その他の接続 

©光デジタル音声コード（別売） 

〇音声コード（別売） 


ご注意 

COMPONENT VIDEO IN 3端子の初期設定 
では、衛星放送チューナーやケーブルテレビ 
チューナーび割り当てられています。衛星放 
送チューナーやケーブルテレビチューナーを 
COMPONENT VIDEO II\M や IN 2端子に 
つなぐ 場を、 VIDEO メニューの rv . 
ASSIGN 」 を設定してください （71 ペー 
ジ)。 
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アナ□グ映像/音青端子のある機器を接続する 


ビデオデッキや DVD レコーダーなどア 
ナ□グ端子のある機器の接続例です。 

ご注意 

•DVD レコーダーを操作でさるよラに、 U モ 
コンの VIDEO 1入カボタンを初期設定から 
変更してください。詳しくは、「入力切り撰 


えボタンの割0当てを変更する」 （74 ペー 
ジ）をご覧ください。 

■表示窓に表示される VIDEO 1入力の名前を 
変えることびできます。詳しくは、「入力に 
名前をつける」 （38 ページ）をご覧くださ 
い。 


ビデオデッキ 、 DVD レコーダー 



〇映像コード（別売） 
©音声コード（別売） 
©音声/映像コード（別売) 
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5: アンテナをつなぐ 

付属の AM ループアンテナおよび FM ワ 
イヤーアンテナをつなぎます。アンテナ 
をつなぐ前に、必ず電源コードを抜いて 
<ださい。 



FM ワイヤーアンテナ（付属) 


AM ループアンテナ 
(付属） 


X 


ご注意 

■雑音の原因になるため、 AM ループアンテナ 
は本機や他の AV 機器のおくに置かないでく 
ださい。 

•FM ワイヤーアンテナは束ねたまま使わない 
でくださし、。 

•FM ワイヤーアンテナをつないだ後は 、でき 
るだけ水平に置いてください。 


6:電源コードをつなぐ 

電源コードのプラグを壁のコンセントに 
つなざます。 

ごごちち 

•電源コードをつなぐ前に、各スピーカー端子 
間でコードの金属線が接触していないことを 
確認してください。 

•電源コードはしっか0と差し込んでくださ 
し、。 



電源コード 




コンセントへ 
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1/のを押して本機の電源を切る。 

1/のを已秒ほど押し続ける。 

表示窓に 「 CLEARING 」 と表示さ 
れた後、にに ARED 」 び表示され 
よ9 0 

初期設定から変更、調整された設定 
はすべて初期化されます。 


本機を準備する 


本機を初期設定が態に 
する 

本機を初めてお使いになるとをは、必ず 
(下の手順で本機を初期設定状態にして 
ください。また、本機をお使いになった 
後、設定した内容などをお買い上げ時の 
状態に戻したいとさち、し U 下の手順を 
行ってください。 

本体のボタンを使つて操作してくださ 
し、。 

I め 



フ□ントスピーカーを 

♦B 百ク" 

使用するフ□ントスピーカーを選べま 
す。 

本体のボタンを使って操作してくださ 
い。 


SPEAKERS 




画 





〇 〇 

I i 

' 'ご 


I 回 □ 口目巨己巨 回回口 ◎ 回回 

◎ 



廊资踐） 


SPEAKERS を<0返し}甲して、使 
用ずるフ□ントスピーカーシステム 
を選ぶ。 


使用ずるフ□ン トス ピーカーをつ 
ないだ端子 

表示 

SPEAKERS FRONT A 端子 

SPK A 

SPEAKERS SURROUND 

SPK が 

BACK/FRONT HHGH/BI-AMP/ 


FRONT 目端子 


SPEAKERS FRONT A 端テと 

SPK 

SPEAKERS SURROUND 

A+ 目* 

BACK/FRONT HHGH/BI-AMP/ 


FRONT 目端子の両方（パラレル 


接続） 



*「SPK 巨」または 「SPKA+ 目」を選ぶには、 
SPEAKER メニューの 「S 目 ASGN」 を 
rSPK 巨」に設定してください （69 ぺ一 
ジ)。 

スピーカーか5の出力をやめるには 

rSPKOFFJ が表示されるまで 
SPEAKERS をく 0返し押す。 

ごま章 

ヘッドホンをつないでるとさは、設定は有効 
になりません。 
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I か蕾揣諭叫か 
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自動で スピーカー 設定 
する 

(自動音場補正機能） 

D . C . A . C . (Digital Cinema Auto 
Calibration (自動音場補正)）機能に 
よって、自動的にしツ下の項目を測定しま 
す。 

•スピーカの有無 a ) 

•スピーカーのレベル 
• スピーカーまでの距離 a) が 
•スピーカーのサイズ a) 

• スピーカーの極性 
•周波数特性 

アナ□グダイレクト機能を違んでいる場合 
は、測定結果は反映されません。 

が96 kHz しツ上のサンプ U ング周波数を受信し 
ている場合、測定結果は反映されません。 

か48 kHz U 上のサンプ U ング周波数を受信し 
ている場合、測定結果は反映されません。 

D . C . A . C . 機能によって、自動的に最適 
な音声ノ（ランスを設定します。 

なお、手動でお好みのスピーカーのレべ 
ルとバランスを設定することもでさま 
す。詳しくは、「スピーカーのレベルを 
調節する （TEST TONE )」（36 ぺージ) 
をご覧ください。 


測定の前に 

測定の前に、しツ下についてご確認< ださ 
い。 

• スピーカーの 設置と接続をします 
(13、16ページ)。 

• AUTO CAL M に端テは付属の測定用 
マイク専用です。他のマイクはつなび 
ないで < ださい。 

•バイアンプ接続をしているとさは、 
SPEAKER メニューの 「 SBASGN 」 

を 「 BI - AMP 」 に設定してください 
(69 ページ)。 

• FRONT B 端テに接続したスピーカー 
を使ラとをは、 SPEAKER メニューの 
「 SBASGN 」 をに PKB 」 に設定して 
くださし、 (69 ページ)。 

•スピーカーの出力びに PKOFF 」 に設 
定されていないことを確認してくださ 
し、。 

•へッ ドホンの接続をはずしてください。 
• スピーカーと マイクの間に障害物びあ 
ると正しく測定でをません。測定開始 
前に障害物を取り除いてください。 
•測定音しソ外の音び入らないよラに、静 
かな環境で測定して < ださい。 

• U スニングポジションをミ夫めてくださ 
し、。 U スニングポジションの測定結果 
はポジション1〜3に登録でをます 
(34 ページ)。 

尸ごちち 

■測定中は大さな測定音が出ます。音量は調整 
でさません。お子様や隣近所への配慮をお願 
いします。 

•消音機能を設定していても、測定び始まると 
自動的に解除されます。 
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1: 測定の準備をする 


• オートオフ設定機能びある場合は、才 
フ（無効）にしてください。 



* フ□ントノ Vイス ピーカーを 使用するス ピー 
力ーバターンを遅んでください （67 ぺ一 
ジ）。 


1 測定用マイク（付属）を本機の 
AUTO CAL M に端子につなぐ。 

2 マイクを設置ずる。 

マイクは実際に視聴する位置に設置 
します。ちと同じ高さになるように、 
台や兰脚を使って固定してください。 

アクティブサブウーファーの設定に 
ついて 

• ヴブウーファーをつないでいる場合は、 
電源を入れて、音量を上げておいて< 
ださい。音量は 、 MASTER VOLUME 
つまみを半分または半分より和和ルさ 
めの位置にして<ださい。 

• ク□スオーバー周波数の設定機能があ 
る場含は、最大に設定して<ださい。 



r ^、 ごちち 

お使いになるサブウーファーの特性によって 
は、距離の設定値が実隙の配置よ0わ遠<な 
ることびあります。 


2:測定する 



電源 


入力切り 

換え 

ポタン 


アンプ 
メニュ ー 


曰呈 +/— 


次のページへつづ< 
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1 アンプメニユーを押ず。 

2 ♦/* をくり返し押して 「 A . CALJ 
を選び、©または■►を押す。 

に TART 」 び表示窓に表示されます。 

3 货を押ず。 

己 秒後に測定び始まります。表示窓 
に測定開始までの残り時間び表示さ 
れます。 

測定時間は約30秒です。測定び始 
まると、し U 下の項目び表示されます。 


測定項目 

表示 

スピーカーの有無 

TONE 

スピーカーのレベル、 

T. S. R* 

距離、周波数特性 


サブウーファーのレベル、 

WOOFER* 

距離 



測定中は、測定しているスピーカーの 
表をび点なします。 


ちょっと一言 

■測定中に有効な操作は電源の入/切の操作の 
みです。そのほかの操作は無効です。 

■ダイ ポー ルス ピーカーな どの特殊なス ピー 
力一をつないでいる場合は、正しく測定でさ 
ないか、自動音場補正機能び実行されないこ 
とびあ0ます。 


測定を中止するには 

測定中にしツ下の操作をすると、測定び中 
止されます。 

- U モコンの電源ボタン、または本体の 
1 /( 1 ) を押す。 

-1」モコンの入力切り換えボタンを押す、 
または本体の INPUT SE 1_ ECT 0 R つ 
まみを回す。 

-ボ U ユームを変更する。 

- U モコンの消音または本体の 
MUTING を押す。 

-本体の SPEAKERS を押す。 

-へッドホンをつなぐ。 


3: 測定結まを確認/巧巧する 

1 測定結果を確認ずる。 

測定び終わると終了音び鳴り、測定 
結果び表示されます。 


測定結果[表示] 

説明 

正常に測定び終了したと 

手順2へ進ん 

を 

[SAVE. EXIT] 

で < ださい。 

正常に測定でさなかった「エラーコード 

とさ 

び表示された 


ときは」 （33 
ページ）をご 
覧ください。 


2 測定結果の内容を見る。 

*/ ♦をくり返し押して項目を選び、 
©を押す。 

頂目と説明 
EXIT 

測定した設定を保をしないで終了しま 
す。_ 

LVL INFO . 

スピーカーのレベルの測定結果を表示し 
ます。_ 

DISTINFO . 

スピーカーの距離の測定結果を表示しま 
す。_ 

R INFO . 

各スピーカーの位相（正相/逆相）を表 
示します。 ITR INFO」 を選んだと走 
は」 （34 ぺ一_ジ）をご覧ください。_ 

WARN CHK 

測定結果のを意事項を表示します。 
ITWARNCHK」 を選んだときは」巧4 
ページ）をご覧ください。_ 

SAVE.EXIT 

測定した設定を保をし、終了します。_ 

RETRY 

再測定します。_ 

3 測定結果を巧巧ずる。 

手順2で rSAVE . EXITJ を選びま 
す。 

表示窓に rCOMPLETE 」 び表示さ 
れ、測定結果にポジション番号び割 
り当てられて登録されます。 
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4 補正タイプを選ぶ。 

*/♦ をくり返し押して補正タイプを 
選び、©を押す。 

補正タイプと説明 
FULLFLAT 

各スピーカーの周波数特性を平らにしま 
す。_ 

ENGINEER 

ソこ一基 準の U スこン グルームの周波数 
特性にします。_ 

FRONT.REF 

すべてのスピーカーの特性をフ□ントス 
ピーカーの特性に整えます。 

OFF 

自動音場補正のイコライヴーをオフにし 
ます。 


5 測定び終わった5、測定用マイ 
クを抜く。 

ごま章 

スピーカーの設置位置を変更したとさは、測 
定をやり直してください。 

ちょっと一言 

スピーカーの サイズ （ LARGE / SMALL ) は 
低域特性で判定します。 

測定結果は測定用マイクの位置、スピーカー 
の位置、部屋のおなどによって変わる場合が 
あります。測定結果のまま使ラことをおすす 
めしますび 、 SPEAKER こユー （67 ペー 
ジ）で設定を変更することわでさます。変更 
する場合は、測定結果を保ちしてか5変更し 
て < ださい。 


エラーコー ドび表示されたときは 

1エラーの 原因を調べる。 


表示と説明 


SPEAKERS が EPKOFF 」 に設定され 
ています。他の設定に変更してに9ペー 
ジ)、再測定してください。_ 

E - mmm* 32 

どのチャンネルからも音び検出されません 
でした。測定用マイクび正しく接続されて 
いることを確認し、再測定してください。 
測定用マイクが正しく接続されているのに 
エラーコードが表示された場合は、測定用 
マイクが破損しているか、正し<接続され 
ていないことが考え5れます。_ 

E - mmm* 33 

• フ□ントスピーカーび接続されていな 
し、、またはフ□ントスピーカーび1本し 
か接続されていません。 

•測定用マイクび接続されていません。 

• 左かちどちらかのサラウンドスピーカー 
び接続されていません。 

•サラウンドスピーカーが接続されていな 
いのに、サラウンドバックスピーカーま 
たはフ□ント八イスピーカーび接続され 
ています。サラウンドスピーカーを 
SPEAKERS SURROUND 端テに接続 
してください。 

サラウンドバックスピーカーび 
SPEAKERS SURROUND BACK / 
FRONT HIGH / BI - AMP/FRONT 目 R 端 
子にのみつなびっています。サラウンド 
バックスピーカーを1つだけつなぐとを 
は 、 SPEAKERS SURROUND BACK / 
FRONT HIGH / BI - AMP/FRONT 巨 L 端 
テにつないで <ださい。 

•フ□ント八イスピーカー（左）またはフ 
□ント八イスピーカー（ち）のどち5か 
び接続されていません。 


* ■■■部分には、スピーカーチヤンネル 
び表示されます。 

F フ〇ント 

S サラウンド 

SB サラウンドバック 

FH フ□ント八イ 

2 再測定する。 

煩を押す。 「 RETR 丫 Y 」 が表示され 
たら、風を押す。 

3 「3:測定結果を確認/保存する」 （32 
ページ）の手順を和り直す。 


I か蕾 M 諭叫か 
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測定結果を調べる 


rp. INFO 」 を選んだときは 

各スピーカーの位相（正相、逆相）を確 
認でさます。 

1 */* をくり返し押して調べたいスピー 

カーを選ぶ。 


表示と説明 

mmm* in 

正相です。_ 

■ ■■*OUT 

逆相です。スピーカーの+/—端子び逆に 
接続されている可能性びあります。スピー 
カーによっては接続が正しくても「■■■ 
OUT 」 び表おされる場をがあります。ス 
ピーカーの仕様によるわのですので、その 
まま使って問題ありません。 


2 ©を押して「3:測定結果を確認/保 
なする」の手順2に戻る （32 ペー 
ジ)。 

「WARN CHKJ を選んだときは 

測定結果に注意事項があった場含、詳し 
い情報を表示します。 

表示と説明 
W- ■■■M0 

測定は完了しましたが、騒音のレベルび高い 
です。 

再測定を行ラと測定でをる場合わありますが、 
すべての環境で測定びでさるとは限りません。 
でさるだけ、周囲の騒音びかない状態で測定 
してください。 


W- ■■■M1 

測定用マイクか5の入力び過大です。 

これ];(上大さな音で測定でさません。周囲の 
騒音び小さくなってか5再測定してください。 

W- ■■■*42 

本機の音量び過大です。 

周囲の騒音びルさくなつてか5再測定してく 
ださい。 


W- ■■■M3 

サブウーファーの距離-位相が測定でさませ 
んでした。ノイズび原因となっている場合が 
あります。周囲び静かな状態で再測定してく 
ださい。_ 

N0 WARN 

ミ主意事項の情報はありません。 


* ■■■部分には、スピーカーチヤンネルび表 
示されます。 

FL フ□ント左 

FR フ□ントち 

CNT センター 

SL サラウンド左 

SR サラウンドち 

SBL サラウンドバック左 

SBR サラウンドバックち 

LH フ□ント八イ左 

RH フ□ント八イち 

SW サブウーファー 

「3:測定結果を確認/保存ずる」の 
手順2に戻るには 

贷を押す。 

ちょっと一言 

サブウーファーの位置によって極性の判定び 

異なる場合びあ0ます。測定結果のまま使っ 

て問題あ0ません。 


AUTO CAL メニユーにごい 
て 


AUTO CAL メニューを使って、自動音 
場補正機能をお好みにあわせて設定した 
り、名前をつけたりすることびでをま 
す。 

メニューから 「 A . CAU を選んでくだ 
さい。パラメーターの調節について詳し 
くは、 r 設定メニューの使いかた」 （61 
ページ）および「メニューー覽」 （62 
ページ）をご覽ください。 

■ START 

■ CAL TYPE * 

それぞれの U スニングポジシヨンに合ね 
せて自動音場補正のタイプを選びます。 
詳し<は、巧：測定結果を確認/イ呆存す 
る」の手順4をご覽<ださい巧2ペー 
ジ)。 

* 自動音場補正の設定び登録されている場合の 
み、還べます。 
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■ POSITION 

測定位置や視聴環境、測定条件ごとに、 
ポジション1、2、3として3つのパ 
ターンを登録することびでをます。 
ポジション番号を選ばない場合は、自動 
音場補正の測定結果び自動的に POS 1 
(初期設定）になります。 

複数のリスニングポジションを登録 
ずるには 

お好みの U スニングポジションを選び、 
測定結果を登録でをます。 

1 アンプメニューを押す。 


2 */ ♦をくり返し押して 「 A . CAU を 
選び、任)または ♦ を押す。 

3 ♦/ ♦をくり返し押して 「 POSITION 」 
を選び、洋)または*を押す。 


メニューを消ずには 

アンプメニューを押す。 


■ NAME IN (名前の入力） 

U スニングポジションに名前を付けるこ 
とびでをます。 



1 名前を付けたい1」スニングポジションち 
(POS 1、2、 3) を選ぶ。 g 

2 ♦/ ♦をくり返し押して 「NAME IN 」 i 
を選び、贷または*を押す。 * 

カーソルび 点滅し、文字び選べるよラ か 
になります。 


3 ♦/ ♦で文字を選び、 ♦/ ♦で力ーソルを 
移動する。 

間違えて入力したときは 

♦/♦ で訂正したい文字を点滅させ、 ♦/ 
♦で正しい文字を選ぶ。 


4 */ ♦を<り返し押して測定結果を登録 
する U スニングポジション （ P 0 S 1、 
2、 3) を選び、©を押す。 

5 ♦/ ♦をくり返し押してに TART 」 を選 
び、任)を押して測定を実行する。 
詳しくは、「2:測定する」巧1ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

手順4で選んだ U スニングポジション 
に測定結果び登録されます。 


ちょっと一言 

で文字の種類を遅べます。巧すたび 
に、 L ツ下の順で切り換わります。 
アルファベット（大文字） 一 ►数字 一 ►記 

•空白を入れるには、文字を遅ばずに♦を 
巧します。 

4 贷を押す。 

入力した名前びイ呆巧されます。 


6 手順1から5をくり返し、他の U スニ 
ングポジションに測定結果登録する。 


登録したリスニングポジシヨンを選 
ぶには 

1 アンプメニューを押す。 

2 */ ♦をくり返し押して 「 A . CAU を 
選び、任)またはを押す。 

3 ♦/ ♦をくり返し押して 「 POSITION 」 
を選び、任)または*を押す。 

4 ♦/ ♦をくり返し押して U スニングポジ 
シヨン ( POS 1、2、 3) を選び、 
贷を押す。 

U スニングポジシヨンび選ばれます。 
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スピーカーの レベルを 
調節する 


4 ♦/* をくり返し押して 
「AUTO ■■■*] を選ぶ。 

各スピーカーからテストトーンび順 
番に出力されます。 


(TEST TONE) 


* ■■■部分には、スピーカーチヤンネル 
び表示されます。 


U スこングポジションに座り、テスト 
トーンの出力を聞をながらスピーカーの 
レベルを調節でさます D 



入力切り 

換え 

ポタン 


アンプ 
メニユ- 


1 アンプメニユーを押ず。 

2 ♦/* をくり返し押して 「 LEVEL ! 
を選び、©または■►を押す。 

3 ♦/* をくり返し押して 

「 T . TONE 」 を選び、往)を押ず。 


ごを意 

スピーカーバターンの設定によっては 
「AUTO ■■■」を還んでもすべてのス 
ピーカーか5テスト I ■'ーンび出力されな 
いことびあ0ます。 

5 それぞれの スピーカーか 5同じ 
レベルのテスト I ンび出力さ 
れるよラ 、 LEVEL メニ ューを 
使って調節する。 

詳しくは 、 LEVEL メニュ ー(66 
ページ）をご覧ください。 

ちょっと一言 

•すべてのスピーカーの音量を一度に調節 
したいとさは、 I 」モコンの音量+/-、 
または本体の MASTER VOLUME つま 
みで調節します。 

•スピーカーのレベルとバランスを調整し 
ている間は、調整した値び表示窓に表示 
されます。 

6 手順1か5 4をくり返し、「0ドド」 
を選ぶ。 

入力切り換えボタンのどれかを押し 
ても、テストトーンを止めることび 
でをます。 

テストトーンが何ち聞こえないときは 
•スピーカーコードび確実につなびれて 
いない場合びあります。 

•スピーカーコー ドびシ ヨー トしている 
恐れびあ D ます。 

テスト I ンび表示窓に表示されて 
いる スピーカーと 異なる スピーカー 
か 5出る とさは 

接続したスピーカーと設定したスピー 
カーパターンび間違っています。スピー 
カーの接続とスピーカーパターンをちラ 
一度確認してください。 
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基本操作 


再をする 



入力切り 
■換え 
ボタン 


アンプ 
メニュ - 


.サウンド 
フイー ルド 
+/- 


0音量+/-を押して、音量を調節ず 
る。 

本体の MASTER VOLUME つまみ 
を使って操作することもでさます。 

6サウンドフイールド +/- を押し 
て、サウンドフイールド（サラ 
ウンド効果）を選ぶ。 

本体の 2 CH / A . D 旧 ECT または 
A . F . D .、 MOVIE、MUSIC を使っ 
て操作することもでをます。 

詳しくは44ページをご覧ください。 

音を一時的に消ずには 

U モコンの消音または本体の MUTING 
を押します。 

し U 下の操作をすると消音機能は解除され 
ます。 

• U モコンの消音か本体の MUTING を 
押す。 

•音量を上げる。 

•本機の電源を切る。 

• 自動音場補正機能を使って測定する。 

スピーカーの 破損を防ぐために 

電源を切る前に音量を最ルにしておいて 
<ださい。 


1つないだ機器の電源を入れる。 

2本機の電源を入れる。 

3入力切り換えボタンを押して、 
再生したい機器を選ぶ。 

本体の INPUT SE 1_ ECT 0 R つまみ 
を使って操作することちでをます D 
選んだ入力が表示窓に表示されます。 

4本機につないだ機器の電源を入 
れ、再生ずる。 
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入力にち前をつける 


入力に8文字までの名前を付けて 
(TUNER を除く）、本機の表示窓に表示 
でをます。 

機器名を付けると、どの端子に何の機器 
をつないだかびわかり、便利です。 

1 入力切り換えボタンを押して、 

を前を付けたい入力を選ぶ。 

本体の INPUT SEl_ECTOR つまみ 
を使って操作することもでをます。 

2 アンプメニューを押ず。 

3 ♦/* をくり返し押して 
「 SYSTEM 」 を選び、©または 

を押ず。 

4 ♦/* をくり返し押して 「NAME 
IN 」 を選び、©または■►を押す。 

カーソルび点滅し、文字を選べるよ 
ラになります。 

5 ♦/* で文字を選び、 ♦/ ■►で力ーソ 
ルを移動ずる。 

間違えて入力したときは 

*/* で訂正したい文字を点滅させ、 
*/* で正しい文字を選ぶ。 

ちょっと 一言 

•♦/* で文字の種類を選べます。押すたび 
に、下の順で切0換わ0ます。 
アルファベット（大文字）一数字一記 

•空白を入れるには、文字を選ばすに* 

を押します。 

6 ©を押ず。 

入力した名前び保巧されます。 


表巧を切り換える 

表示窓の表示を切り換えて、サウンド 
フイールドの情報などを確認でをます。 



画面表示をくり返し押ず。 

本体の DISPLAY を使ラこともでさま 
す。 

ボタンを押すたびに、表示びなのよラに 
切り換わります。 


FM または AM ラジオに(外の入力を 
選んでいるとき 

入力に付けた名前"*- ♦ 選ばれている入力 
一現在のヴウンドフイールドー•■音量一 
スト U —ム情報 


FM または AM ラジオを受信してい 
るとさ 

登録した放送局周波数一-現在のヴ 
ウンドフイールドー►音量 

* 名前は、入力や放送局に名前を付けてある場 
合のみ表おされます巧8、43ページ)。名 
前び空白だった0、入力名と同じだったりし 
た場合は表示されません。 

尸:ちち 

言語によっては文字やマークび表示されない 
ことびあ0ます。 
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スリープタイマーを使 
ラ 

設定した時間びたつと、本機の電源を自 
動的に切ることびでをます。 


辯品 


アンプ 
メニユー 



1 アンプメニユーを押ず。 

2 ♦/ ♦をくり返し押して 
rSYSTEMJ を選び、©または 

を押ず。 

3 ♦/ ♦を<0返し}甲して 「 SLEEP 」 
を選び、©または■►を押ず。 

4 ♦/ ♦をくり返し押して設定時間を 
選び、©を押す。 

時間表示はなのよラに切り換わりま 
す。 

OFF 一 0-30-00 一 1 -00-00 一 
1-30-00 一 2-00-00 

ス U —プタイマーび働いているあいだ 
は、表示窓の rSLEEPJ 表示び点なし 
ます。 


録音/録画する 

本機を使ってオーディオ/映像機器から 
録音/録画びでをます。お持ちの録音/ 
録画機器の取扱説明書ちご覧 < ださい。 


CD-R に録音する 


本機を使って CD - R に録音でをます。お 
持ちの CD レコーダーの取扱説明書ちご 
覧ください。 

1 再生機器を接続した入力の入力 
切り換えのボタンを押ず。 

本体の INPUT SELECTOR つまみ 
を使って操作することもでをます。 

2 再生機器を準備ずる。 

例：録音したい放送局にあわせる 
(40 ページ)。 

3録音機器を準備ずる。 

空の CD - R を CD レコーダーに 入 
れ、録音レベルを調節する D 

4録音機器側で録音を開始し、再 
生機器側で再生ずる。 

ごま意 

サウンド調整は、 SA - CD / CD / CD-R AUDIO 
OUT 端子か5出力される音声に影響しませ 
ん。 


ちょっと一言 

•ス U —プタイマーび働くまでの残り時間を確 
認するには、手順1から3をくり返します。 
表示窓に鶏り時間び表示されます。 

•本機の電源び切れる1分前か5カウントダウ 
ンが表示されます。 
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録画する _ 

1再生機器を接続した入力の入力 
切り換えのボタンを押す。 

本体の INPUT SEl _ ECTOR つまみ 
を使って操作することもでさます。 


2再生機器を準備ずる。 

例：ビデオデッキにビデオテープを 
入れる。 


3録画機器の準備をずる。 

( VIDEO 1につないだ）録画機器に 
録画用のビデオテープなどを入れる。 

4録音機器側で録音を開始し、再 
生機器側で再生ずる。 

ごを 意 

■録画防止機能のあるソースは録画でさませ 

■アナ□グ出力端子（録画用）からはアナ□グ 
入力信号のみ出力されます。 

•HDMI 音声は録音でをません。 


ラジオを楽しむ 


FM / AM ラジオを聞< 

内蔵チューナーを使って、 FM / AM ラジ 
才を聞くことがでをます。操作の前に、 
本機にアンテナが接続されていることを 
確認して<ださいに8ページ)。 


ちょっと 一言 

ダイレクト選局の周波数の間隔は政下の通0 
です。 

•FM 放送 100 kHz 
•AM 放送 9 kHz 
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自動で受信する（自動受信) 


1 TUNER をくり返し}甲して 、 FM 
または AM を選ぶ。 

2 選局+または選局一を巧ず。 

選局+を押すと、ほい周波数から高 
い周波数へと放送局をスキャンしま 
す。選局一を押すと、高い周波数か 
らほい周波数へと放送局をスキャン 
します。 

放送局を受信すると自動的にスキャ 
ンを停止します。 


本体で操作ずるには 

1 INPUT SELECTOR つまみを回して、 
FM または AM を選ぶ。 

2 TUNING MODE をく 0返して}甲して、 
「 AUTO 」 を選ぶ。 

3 TUNING +/- を押す。 

FM 放送の受信状態が良くないとき 
は 

FM 放送の受信状態び良<ないとをや、 
表示窓の rSTJ び点滅しているときは、 
モノラル受信を選びます。ステレオ受信 
ではあ D ませんび、聞をやす<なりま 
す。 

1 アンプメニューを押す。 

2+/♦を < D 返し押して 「 TUNER 」 を 
選び、贷または ♦ を押す。 

3 */ ♦をくり返し押して 「 FMMODE 」 
を選び、任)または ♦ を押す。 

4 */ ♦をくり返し押して 「 MONO 」 を選 
び、任)を押す。 

ステレオ受信に戻すには、手順1から4 
をくり返し、手順4で rSTEREO 」 を 
選びます。 


謡严する(ダイレクト 


数字ボタンで聞さたい放送局の周波数を 
選んで、放送局を受信でをます。 

1 TUNER をくり返し}甲して 、 FM 
または AM を選ぶ。 

本体の INPUT SELECTOR つまみ 
を使って操作することちでをます。 

2 ダイレクトチューニングを押ず。 

3シフトを押しながら、数字ボタ 
ンを巧して聞さたい放送局の周 
波数を入力ずる。 

例1 : FM 88.00 MHz 
8 ♦ 8 ♦ 0と選ぶ 
例之 AM 1,350 kHz 
1 ♦ 3 ♦ 5 ♦ 0と選ぶ 

4シフトを押しなび5、確定を押 
ず。 

本体の MEMORY / ENTER を使うこ 
とちでをます。 

ちょっと一言 

AM 放をを受信するとさは、付属の AM ルー 
プアンテナの向さや位置を受信状態の良いち 
向や位置へ変えてください。 


放送局を受信でさないとさは 

正しい周波数び入力されているか確認し 
てください。正しい周波数び入力されて 
いない場合は、手順2〜4をやり直して 
<ださい。それでち放送局を受信でをな 
い場合は、入力した周波数び使われてい 
ない可能性びあ D ます。 
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FM / AM 放送局を営録 
する 

FM 局を30局と AM 局を30局登録で 
をます。よ<聞<放送局を簡単に受信で 
さるよラになります。 



または AM を選ぶ。 

本体の INPUT SELECTOR つまみ 
を使って操作することもでさます。 


2登録したい放送局を自動 （41 
ぺージ）または手動 （41 ぺ- 
ジ）で受信ずる。 

必要に応じて FM 放送局の受信モー 
ドを切り換えてください （41 ペー 
リ)。 

3 メモリーを押す。 

本体の MEMORY / ENTER を使うこ 
とちでをます。 

4シフトを押しながら、数字ボタ 
ンを押してプリセット番号を選 
ぶ。 

プ U セット+またはプ U セットーを 
押して、プ U セットま号を選ぶこと 
ちでをます。 

5シフトを押しなび5、確定を押 
ず。 

本体の MEMORY / ENTER を使うこ 
とちでをます。 

選んだプ U セットま号で放送局び登 
緑されます。 

6 手順1か5 5をくり返して、他の 
放送局を登録ずる。 
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登録した放送局を聞く 


1 TUNER をくり返し}甲して、 FM 
または AM を選ぶ。 

2 プリセット+またはプリセット 
-をくり返し押して、聞きたい 
放送局のプリセット番号を選ぶ。 

ボタンを押すたびに、プ U セットま 
号はしツ下のよラに切り換わります。 

- ► 1 4 ~~ *■ 2 4 ~ *■ 3 <— ► 4 ■*—»■ 5 <~ >■...■*—*■ 21 -* - 

- ^ 30 - •—► 29 ^ 28 -»- 

シフトを押しなびら数字ボタンを押 
して、聞をたい放送局のプリセット 
番号を選ぶことちでをます。プ U 
セット番号を選んだあと、シフトを 
押しなびら確定を押してください。 


5 ♦/* をくり返し押して 「NAME 
IN 」 を選び、任)または■►を押ず。 

カーソルび点滅し、文字を選べるよ 
ラになります。 

♦/* で文字を選び、 ♦/ ■►で力ーソ 
ルを移動ずる。 

間違えて入力したときは 

*/* で訂正したい文字を点滅させ、 
*/* で正しい文字を選ぶ。 

ちょっと一言 

•♦/* で文字の種類を選べます。押すたび 
に、下の順で切0換わ0ます。 
アルファベット（大文字）一数字一記 

•空白を入れるには、文字を選ばすに* 

を押します。 

7任)を押ず。 

入力した名前びイ呆巧されます。 


本体のボタンで操作ずるには 

1 INPUT SELECTOR つまみを回して、 
FM または AM を選ぶ。 

2 TUNING MODE をく 0返して}甲して、 
「 PRESET 」 を選ぶ。 

3 TUNING +/- を押して、聞きたい放送 
局のプ U セツト番号を選ぶ。 


登録したが送局に名前を付け 
る 


1 TUNER をくり返し}甲して 、 FM 
または AM を選ぶ。 

本体の INPUT SEl _ ECTOR つまみ 
を使って操作することちでをます。 


2 名前を付けたい放送局を受信す 
る （43 ぺージ)。 

3アンプメニューを押ず。 

4 ♦/* をくり返し押して 

「 TUNER 」 を選び、©または* 
を押ず。 
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サラウンド効まを楽しむ 


サウンドフイールドを 

♦BB •»'' 

巧ふ 

本機にあらかじめ設定されているヴウン 
ドフイールドからお好みのサウンド 
フイールドを選ぶだけでマルチチヤンネ 
ルのサラウンド効果を楽しめます。 


因因因回 



+ 




サウンド 

- 


- 


フイー J レド 

+/- 


ヴウンドフイールド +/- をくり返し 
押して、お巧みのサウンドフイール 
ドを選ぶ。 

本体の 2 CH / A . D 旧 ECT または、 

A . F . D .、 MOVIE 、 MUS にを使って操 
作することもでをます。 


2チヤンネル音青モード 


音楽ソフトの記録フォーマットやつない 
だ再生機器、ヴウンドフィールドなどに 
関係なく、2チャンネル音声出力に切り 
換えられます。 

■ 2 CH ST . (2 Channel Stereo ) 

フロント L / R の2本の スピー カーのみか 
ら音を出します。サブウーファーからは 
音び出ません。 

標準的な2チャンネルステレオ音声は、 
ヴウンドフィールドの回路を通さずに再 
生します。マルチチャンネル音声は、2 
チャンネルにして（ダウンミックス）再 
生します。 LFE 信号は再生されません。 


■ A . DIRECT (Analog Direct ) 

選んでいる入力の音声を、2チャンネル 
のアナ□グ入力に切り換えます。高品質 
のアナログ音声を楽しむことびでをま 
す。 

この機能を使っているとをは、音量とフ 
□ントスピーカーのバランスのみ調節で 
をます。 


ごま意 

•へッドホンびつなびれていると、表示窓に 
「HP D 旧」び表示されます。 

• DVD や DMPORT 、 HDMI 1-3 入力を還ん 
でいるとさは、アナ□グダイレクト機能は還 
ベません。 


才ートフ ォーマツ トダイレク 
卜 （ A . F . D .) モード 


オートフォーマツトダイレクト 
( A . F . D .) モードを使って、録音または 
エンコードされたままのソフトの音を再 
現します。また、2チャンネルステレオ 
音声をマルチチャンネルで聞くためのデ 
コード処理モードを選ぶことびでをま 
す。 

■ A . F . D . AUTO ( A . F . D . Auto ) 

サラウンド効果なしで録音またはエン 
コードされたままの音声として処理しま 
す。 

■ MULTI ST . (Multi Stereo ) 

2 チャンネルの信号に巧し、 L / R 成分を 
すべての スピーカーから 出力し ます。 た 
だし、 スピーカーの 設定によっては出力 
しないことびあります。 


映画用モード 


本機にあらかじめ設定されているヴウン 
ドフィールドを選ぶだけで、簡単にサラ 
ウンド効果を楽しむことびでをます。ご 
自分の部屋で、映画館の臨場感を再現で 
をます。 
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■ C . ST.EX A (Cinema Studio 
EX A 

ソニー-ピクチャーズエンタテインメン 
卜の rCary Grant Theater 」 スタジオ 
の音響特性を再現します。標準的なモー 
ドで、あらゆる映画に適しています。 

■ C . ST.EX B (Cinema Studio 

EX B liliia ) 

ソニー-ピクチャーズエンタテインメン 
卜の [Kim Novak Theater ] スタジオ 
の音響特性を再現します。このモードは 
音場効果び豊富に使われている SF 映画 
やアクシヨン映画に適しています。 

■ C . ST.EX C (Cinema Studio 

EXC igga ) 

ソニー-ピクチャーズエンタテインメン 
卜のスコア U ング.ステージの音響特性 
を再現します。このモードは5ユージカ 
ルや、オーケストラによるサウンドト 
ラックび特長的な映画などに適していま 
す。 

■ V . M . DIM ( V . Multi Dimension 

1 組の実在するサラウンドスピーカーか 
ら、多数の仮想サラウンドスピーカーを 
生成します。 

■ PLII MV (Pro Logic II Movie ) 

ドルビープ□□ジック II のムービーモー 
ド処理を行います。ドルビーサラウン 
ド-エンコードされた映画音声の再生に 
適しています。 

また、吹替版やちい映画のビデオなどち 
5.1 チャンネルで再生でをます。 

■ PUIXMV (Pro Logic I lx 
Movie ) 

ドルビープ □ □ジック I lx のムービー 
モード処理を行います。ドルビープ □□ 
ジック II のムービーモードやドルビーデ 
ジタルの 5.1 チヤンネルを、 7.1 チヤン 
ネルで再生することびでをます。 


■ PLIIZ (Pro Logic llz ) 

ドルビープ□ロジック llz の処理を行い 
ます。この設定は、 5.1 チャンネルから 
7.1 チャンネルへの拡張性に柔軟性を与 
え、上ちにスピーカーを追加すること 
で、立体感や広びりを与えます。 

■ NE 06 CIN ( Neo :6 Cinema ) 

DTS Neo :6 のシネマモード処理を行い 
ます。2チヤンネルの音源を7チヤンネ 
ルにデコードします。 


音楽用モード 

本機にあらかじめ設定されているヴウン 
ドフィールドを選ぶだけで、簡単にサラ 
ウンド効果を楽しめます。ご自分の部屋 
でコンヴートホールの臨場感を再現でを 
よす 0 

■ HALL (コンヴートホール） 

コンヴートホールの音響特性を再現しま 
す。 

■ JAZZ (ジャズクラブ） 

ジャズクラブの音響を再現します。 

■ CONCERT (ライブ八ウス） 

300席あるライブ八ウスの音響を再現し 
ます。 

■ STADIUM (スタジアム） 

屋外のスタジアムの雰囲気を再現しま 
す。 

■ SPORTS (スポーツ） 

スポーツ中継放送の雰囲気を再現しま 
す。 

■ PORTABLE (ポー タブルオー 

ディ 去） 

ポータブルオーディオ機器から、よりク 
U アな音像を再現します。 MP 3 やその 
他の圧縮された音源に適しています。 





■ PLII MS (Pro Logic II Music ) 

ドルビープ□ロジック II のミュージック 
モード処理を行います。 

CD など通常のステレオ処理された音声 
の再生に適しています。 

■ PLIIX MS (Pro Loaic llx 
Music ) 

ドルビープ□ロジック llx のミュージッ 
クモード処理を行います。 

CD など通常のステレオ処理された音声 
の再生に適しています。 

■ PLIIZ (Pro Logic llz ) 

ドルビープ □ □ジック I Iz の処理を行い 
ます。この設定は、 5.1 チャンネルから 
7.1 チャンネルへの化張性に柔軟性を与 
え、上ちにスピーカーを追加すること 
で、立体感や広び D を与えます。 

■ NE 06 MUS ( Neo :6 Music ) 

DTS Neo :6 の 5 ュージ ック モード 処理 
を行います。2チャンネルの音源を7 
チャンネルにデコードします。 CD など 
通常のステレオ録音の再生に適していま 
す。 


へッドホンで聞いている場合 
には 

1；(下のサウンドフイールドは、本機に 
へッドホンをつないでいるとをのみ設定 
でをます。 

■ HP 2 CH (へッドホン2チャンネ 
ル） 

へッドホンを使用すると自動的に選ばれ 
ます（アナ□グダイレクトを除く）。通 
常の2チャンネルステレオ音声は一切ヴ 
ウンドフイールドの処理を行わず2チャ 
ンネル（ステレオ）で音を出します。マ 
ルチチャンネルのサラウンド音声は2 
チャンネルにダウンミックスして出力さ 
れます。ただし、 LFE 信号は出力されま 
せん。 


■ HP DIR (へッドホンダイレクト) 

音色、ヴウンドフィールドなどの処理を 
行わずに、アナ□グ音声を出力します。 


サブウーファーを接続したとさは 

サブウーファーから出力される化域効果 
音である LFE 信号びないときは、本機 
び サブウーファー用信号を生成し、サフ 
ウーファーから出力します。ただし、す 
ベての スピーカーび 「 LARGE 」 に設定 
されているときは、 「 NE 06 CIN 」、 
「 NE 06 MUS 」 では生成されません。 
ドルビーデジタルの低音 U ダイレクト機 
能を最大限にまかすため、サブウー 
ファーの カツト オフ周波数をでさるだけ 
高域に設定することをおすすめします。 


ヴウンドフィールドについてのごを 
意 

• スピーカーパターンの設定によっては、 
機能しないヴウンドフィールドびあり 
ます。 

• 映画用と音楽用のヴウンドフィールド 
は、しツ下の場合は機能しません。 

-ヴンプ U ング周波数び48 kHz しツ上 
の信号を受信している。 

-5.1 チャンネルし U 上の信号を受信し 
ている （ PLIIz を除く）。 

• PLII や PLIIx 、 PLIIz は同時に設定で 
をません。 

- PLIIx はスピーカーパターンびヴラウ 
ンドバックスピーカーを使用する設 
定のとをのみ有効です。 

- PLIIz はスピーカーパターンびフロ 
ント八イスピーカーを使用する設定 
のとをのみ有効です。 

•仮想スピーカーによるヴウンドフィー 
ル ド再生では、 ノイズび目立つことび 
あります。 

•仮想スピーカーによるヴウンドフィー 
ル ド再生では、 直接サラウンドスピー 
カーから音は聞こえません。 
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•音楽用ヴウンドフィールドを選んでい 
るとをは、 SPEKAER >< こ ューです ベ 
ての スピーカーが 「 LARGE 」 に設定 
されていると、サブウーファーからは 
音が出ません。ただし、入力されたデ 
ジタル信号に LFE 信号が含まれている 
とさ和、フ□ント、サラウンドのいず 
れかが rSMALU に設定されている 
とき、 「 PORTABLE 」 を選んでいると 
さは、サブウーファーから音が出ます。 

ちょっと一言 

• DVD ソフトなどのエンコードち胡ま、パッ 
ケージに付いているマークで確認でをます。 
•ドルビープ□□ジック llx やドルビープ □□ 
ジック llz 処巧は、マルチチャンネル信号び 
入力されているとさに有効です。 

•囚因因マークの付いたヴウンドフィールド 
は、 DCS 技術を利用しています。 DCS に 
ついて詳しくは、「用語集」 （7 日ページ）を 
ご覧ください。 

映画用/音楽用のヴウンドフィール 
ドを解除ずるには 

サウンドフィールド+/—をくり返し押 
してに CH STJ または 「 A . F . D . 
AUTO 」 を選びます。 

本体の 2 CH / A . DIRECT を< 0返しす甲し 
てに CHST 」 を選ぶか、本体の A . F . D . 
をく 0返しす甲して 「 A . F . D . AUTO 」 を選 
ぶことちでをます。 


圓 3ミマ！か徽 ue 
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ブルーレイデイスクプレーヤーやその他の巧巧げ八ードデイス 
クプレーヤーを接続するとをは 


本機びデコードでをる音声フォーマットは、再生機器とつないだデジタル音声入力端テ 
によって異なります。 

本機はしッ下のフォーマツトに対応しています。 


音声フォーマット 

最大チャンネル数 

本機と再生機との接続 

COAXIAL/OPTICAL 

HDMI 

Dolby Digital 

5.1 

〇 

〇 

Dolby Digital EX 

6.1 

〇 

〇 

Dolby Digital Plus 却 

7.1 

X 

〇 

Dolby TrueHD a ) 

7.1 

X 

〇 

DTS 

5.1 

〇 

〇 

DTS-ES 

6.1 

〇 

〇 

DTS 96 に 4 

己.1 

〇 

〇 

DTS-HD 

High Resolution Audio 却 

7.1 

X 

〇 

DTS-HD ム、 

Master Audio がが 

7.1 

X 

〇 

MPEG -2 AAC ( LC ) 

5.1 

〇 

〇 

マルチすヤンネルリニア 

PCM ザ 

7.1 

X 

〇 


a お生機器び上記のフォーマツトに対応していない場合は、音刮ま別のフォーマツトで出力されま 
す。詳しくは、再生機器の取扱説明書を参照してください。 

がサンプ U ング周波数び96 kHz U 上の信号は、96 kHz または 88.2 kHz で再生されます。 
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MUSIC 

1/ のを押して本機の電源を切る。 

MUSIC を押しなび5、1/のを押 
ず。 

表示窓に 「 S . F . CLEAR 」 と表示さ 
れ、すべてのサウンドフイールドび 
お買い上げ時の設定に戻ります。 


サラウンド効まをお買 
い上げ時の設定に戻す 

本体のボタンを使って操作してくださ 
し、 

1 / 也 



か音量でサラウンド効 
まを楽しむ 
(NIGHT MODE) 

音量びルさい状態でち、劇場のよラなヴ 
ラウンド効果を楽しめる機能です。サウ 
ンドフイールドと同時に働かせることび 
でをます。 

例えば深夜に映画を見るとを、ル音量で 
ちセ U フをはつさりと聞を取ることびで 
をます。 



1 アンプメニューを押ず。 

2 ♦/ ♦をくり返し}甲して 「 AUDIO 」 
を選び、©または■►を押ず。 

3 ♦/* をくり返し押して 「NIGHT 
M 」 を選び、©または■►を押ず。 

4 ♦/* をくり返し押して 「 NIGHT . 
ON 」 を選び、©を押す。 

ごを意 

NIGHT MODE は、政下の場合は機能しませ 

-ヴンプ U ング周波数び48 kHz 政上の信号を 
受信してし''る。 

-アナ□グダイレクト機能を使用している。 

ちょっと一言 

NIGHT MODE び機能していていると、 「 D . 
RANGE 」 び自動的に 「 COMP . MAX 」 に設 
定されます。 


圓 4^ミス！か * ue 
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ブラビアリンク"機能を使ラ 


"ブラビアリンク"機 
能とは？ 

"ブラビア U ンク"機能は HDMI 機器制 
御機能を搭載したソニーのテレビや 
DVD /ブルーレイディスクプレーヤー、 
AV アンプなどび対応しています。 

"ブラビアリンク"機能に対応している 
ソニー 製品を HDMI ケーブル（別売） 
でつなぐと、しツ下の操作びでをます： 
•ワンタッチプレイ （51 ぺージ） 

• システムオーディオコント□-ル 
(52 ページ） 

•才ートジャンルセレクター 
(53 ページ） 

•電源オフ連動 （54 ページ） 

•シーンセレクト （55 ぺージ） 

• シアターモード （56 ページ） 
•オーディオ U ターンチャンネル 
(56 ページ） 

HDMI 機器制御機能は 、 HDMI CEC 
(Consumer Electronics Control ) で 
使用されている 、 HDMI ( High - 
Definition Multimedia Interface ； の 
ための巧互制御機能の規格です。 

本機は、"ブラビアリンク"機能に対応 
している機器とつなぐことをおすすめし 
ます。 

ごごちさ 

つないだ機器によっては、 HDMI 機器制御機 
能び働かないことびあります。お持ちの機器 
の取扱説明書をご覧 < ださい。 


"ブラビア U ンク"機 
能の準備をする 

本機は 「 HDMI 機器制御設定連動」に巧 

応しています。 

•「 HDMI 機器制御設定連動」に対応し 
ているテレビをお持ちの場合は、テレ 
ビの HDMI 機器制御機能を設定する 
と、本機や再生機器の設定内容ち連動 
して設定されます （50 ページ)。 

•「 HDMI 機器制御設定連動」に対応し 
ていないテレビをお持ちの場合は、本 
機や再生機器、テレビの HDMI 機器制 
御機能を別々に設定してください （51 
ページ)。 

お持ちのテレビが 「 HDMI 機器制御 

設定連動」に対応している場合は 

テレビの HDMI 機器制御機能び有効に 

なると、本機の HDMI 機器制御機能ち 

連動して有効にな D ます。 

1 本機とテレビ、再生機器び HDMI 
ケーフル（別売）でつなびれているこ 
とを確認する。 （21 ページ） 

(各機器は HDMI 機器制御機能に対応 
している必要びあります。） 

2 本機とテレビ、再生機器の電源を入れ 
る 0 

3 テレビの HDMI 機器制御機能を有効に 
する。 

本機とつないだ機器の HDMI 機器制 
御機能び連動して設定されます。設定 
び終わると rCOMPLETE 」 と表示さ 
れます。 

テレビの設定ち法については、テレビの 

取扱説明書を参照してください。 
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お持ちのテレビが 「 HDMI 機器制御 
設定連動」に対応していない場合は 



1 r お持ちのテレビび 「 HDMI 機器制御 
設定連動」に対応している場合は」 

(50 ページ）の手順を行ラ。 

2 アンプメニューを押す。 

3 ♦/ ♦をくり返し押して 「 HDMU を選 
び、@または♦を押す。 

4 */ ♦をくり返し押して 
rCTRL.HDMIJ を選び、©または 
を押す。 

5 */ ♦をくり返し押して 「CTRL ON 」 

を選び、な)を押す。 

HDMI 機器制御機能び有効になりま 
す。 

6 つないだ機器の HDMI 機器制御機能を 
有効にする。 

すでに有効になっている場合は、設定 
を変更する必要はありません。 

テレビやつないだ機器の設定方法につい 
ては、お持ちの機器の取扱説明書を参照 
してください。 

ごま章 

•テレビか5 「 HDMI 機器制御設定連動」で 
設定する場を、事前にテレビと本磯、再生機 
器の電源を入れてください。 

■「 HDMI 機器制御設定連動」設定後に再生機 
器び動作しない場合は、テレビの HDMI 機 
器制御機能設定を確認してください。 
•「 HDMI 機器制御設定連動」に対応していな 
い再生機器は、テレビの HDMI 機器制御機 
能設定を有効にする前に HDMI 機器制御機 
能を有効にしてください。 


ワンタッチで機器を再 
生する 

(ワンタッチプレイ） 

簡単な操作（ワンタッチ）で、本機に 
HDMI 接続された機器を自動的に起動し 
て視聴でをます。 

「 PASS . THRU 」 を 「 AUTO 」 または 
roN 」 に設定したとさは、本機はスタン 
バイ状態のままで、音声と映像びテレビ 
から出力されます。 

つないだ機器で再生を始めると、本機と 
テレビは下記のよラに動作します： 

本機とテレビ 


電源び入る（スタンバイ状態の場合) 

1 

適切な HDMI 入力に切り換わる 


ごを意 

•テレビによっては、最初の部分び出力されな 
いことびあ D ます。 

•設定によっては、 「 PASS . THRU 」 を 
「 AUTO 」 または rON 」 に設定してあると、 
本機の電源び入らないことびあります。 

ちょっと一言 

テレビのメニューを使って、 DVD / ブルーレ 
イディスクプレイヤーなどの接続機器を崖ぶ 
ことびでさます。この場合、本機とテレビは 
自動的に適切な HDMI 入力に切 D 換わりま 
す。 


M の、_」乂々：蠢顆か活5 
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テレビの音声を本機の 
スピーカー で楽しむ 

(システムオーデイオコント 
口ール） 

簡単な操作で、テレビの音声を本機につ 
ないだ スピーカーから 楽しめます。 
システムオーデイオコントロール機能 
は、テレビのメニューで操作でをます。 
詳し < はお持ちのテレビの取扱説明書を 
ご覧ください。 


• rCTRLHDMU び 「CTRL ON 」 に設定さ 
れていると、システムオーディオコント□一 
ル機能によって 、 HDMI メニューの 
FAUDIO.OUTJ は自動的に設定されます。 
•システムオーディオコント□ール機能のない 
テレビをつないだ場をは、システムオーディ 
オコント□ール機能は働をません。 

•本機の電源を入れてか5テレビの音声び本機 
から出力されるまでには多少時間がかかるこ 
とびあります。 


テレビ 本機 



その他、システムオーデイオコント□一 

ル機能は！;(下のよラに働さます。 

•テレビを視聴しているときに本機の電 
源を入れると、システムオーデイオコ 
ント□ール機能が自動的に有効になり、 
テレビの音声が本機につないだスピー 
カーから出力されます。本機の電源を 
切ると、自動的にテレビのスピーカー 
から出力されます。 

•テレビの音量を調節すると、本機につ 
ないだスピーカーの音量を調節でをま 
す。 


ご注意 

■テレビの設定によっては、システムオーディ 
オコント□一 J レ機能び働かないことびありま 
す。お持ちのテレビの取扱説明書をご覧くだ 
さい。 
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1 アンプメニューを押ず。 

2 ♦/* をくり返し押して 「HDMU 
を選び、©または■►を押ず。 

3 ♦/ ♦をくり返し押して rs . 
FIELD 」 を選び、任)または■►を 
押ず。 

4 ♦/* をくり返し押して、設定を選 
ぶ。 

•「 AUTO 」 ：デジタル放送のテレビ 
番組のジャンルに応じてサウンド 
フィールドび自動的に切り替わり 
ます 0 

•「 MANUAL 」 ：サウンドフィールド 

ボタンで選んだヴウンドフィール 
ドで、音声を出力します。 


メニューか5抜けるには 

アンプ メこューを 押す。 


番組情報対応表 


番組情報 
(EPG 情報） 

オートジャンルセレク 
ターで切り曾わるサウ 
ンドフィールド 

ニュース/報道 

2 CH ST . 

スポーツ 

SPORTS 

情報/ワイドショー 

A . F . D . AUTO 

ドラマ 

A . F . D . AUTO 

音楽 

詳細ジャンルによって 
異なります。次ページ 
の音楽番組詳細ジャン 
ル対応表をご覧くださ 
い。 

バラエティ 

A . F . D . AUTO 

映画 

C . ST.EX 目 

アニメ/特撮 

A . F . D . AUTO 

ドキュメンタリー 

A . F . D . AUTO 

劇場/公演 

CONCERT 

趣口ま/教育 

A . F . D . AUTO 

福祉 

A . F . D . AUTO 

その他 

A . F . D . AUTO 

スポーツ （ CS ) 

SPORTS 

洋画に S ) 

C . ST.EX B 

邦画 （ CS ) 

C . ST.EX B 

情報なし 

A . F . D . AUTO 


次のページへつづ< 
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放、-まテレ□み 

ルてイキ J のセトの 
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ジ得ドび巧ン n 場 
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中}ヴるク^トデて 
聴報たえレみ I I つ 
視情じ換セのオオな 
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音楽番組詳細ジャンル対応表 


詳細ジャンル 

サウンドフィールド 

国内□ック/ポップ 
ス 

CONCERT 

海が□ック/ポップ 
ス 

CONCERT 

クラシック/オペラ 

HALL 

ジャズ/フュージョ 
ン 

JAZZ 

歌謡巧/演歌 

CONCERT 

ライブ/コンサート 

CONCERT 

ランキング / U クエ 
スト 

CONCERT 

カラオケ/のど自慢 

CONCERT 

民謡/邦楽 

CONCERT 

童謡/キッズ 

CONCERT 

民族音楽/ワールド 

ミューソック 

CONCERT 

その他 

CONCERT 


r ^、 ごち音 

番組情報 （ EPG 情報）に応じてサウンド 
フィールドが切り誓わるとさ、音び途切れる 
ことがあります。 


テレビと本機の電源を 
切る 

(電源オフ連動） 

テレビの U モコンでテレビの電源を切る 
と、本機と再生機器の電源ち連動して切 
ることびでをます。 

また、本機の U モコンでち電源オフ連動 
の操作びでをます。 
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TV を押しながら、 TV 電源を押ず。 

HDMI でつないだすベての機器の電源び 
切れます。 

ごま音 

•電源オフ連動機能を使ラには、テレビの電源 
連動機能の設定を有効にしてください。詳し 
くはテレビの取扱説明書をご覧ください。 
•状態によっては、つないだ機器の電源び切れ 
ない場合があ0ます。詳しくは、各機器に付 
属の取扱説明書をご覧ください。 


を組に合わせて最適な 
サウンドフイールドで 
楽しむ 

(シーン七レクト） 

シーンセレクト機能を使って、テレビで 
設定したま組のジャンルに合った最適な 
画質、サウンドフィールドに切り換えま 
す。詳しくはテレビの取扱説明書をご覧 
<ださい。 

ごを意 

•HDMI こ ユーの 「 CTRL . HDMI 」 び 
「CTRL OFF 」 に設定されているときは有効 
にな0ません。 

•テレビによってはサウンドフィールドび切り 
換わらないことびあります。 


蒸醋か活5 
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映画を最適なサウンド 
フィールドで楽しむ 

(シア ターモー ド） 

本機やテレビ、ブルーレイディスク 
プレイヤーの U モコンをテレビに向 
けて、シアターボタンを押ず。 

サウンドフィールドび rC . ST . EXB 」 に 
切り換わります。 

もとのヴウンドフィールドに切り換える 
には、もう一度シアターボタンを押しま 
す。 

ごを意 

テレビによってはサウンドフィールドび切0 
換わ！5ないことびあ0ます。 

ちょっと一言 

テレビの入力を切り換えたとを、ちとのサウ 
ンドフイールドに切り換わることびあります。 


HDMI ケーブルか6テ 
レビの音声を伝送する 

(才ーデイオ! J 夕ーンチヤンネ 
ル） 

オーデイオ U ターンチヤンネル ( ARC ) 
に対応したテレビを、 HDMI ケーブルで 
本機の HDMI TV OUT 端テにつなぐと、 
テレビの音声信号び本機に伝送されま 
す。 

音声コードを、本機の TV OPTICAL IN 
端子や TV AUDIO IN 端テにつなびなく 
てち、テレビの音声を本機につないだス 
ピーカーで楽しめます。 



1 アンプメニューを押ず。 

2 ♦/* をくり返し押して 「 HDMI 」 
を選び、©または■►を押ず。 

3 ♦/* をくり返し押して 「 ARC 」 

を選び、©または■►を押ず。 

4 ♦/* をくり返し押して 「ARC 
ON 」 を選び、任)を押す。 

ごを意 

•HDMI メニューの 「 CTRL.HDMU び 
「CTRL OFF 」 に設定されているとさは使用 
でさません。 

•この機能が有効になるのは下の場をのみで 
す 

-お持ちのテレビびオーディオ U ターンチャ 
ンネル （ ARC ) に対応しているとき 
- INPUT MODE び 「 AUTO 」 に設定され 
ているとを 
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その他の操作をする 


デジタル音声とアナ □ 
グ音声の入力を切り換 
无る 

(INPUT MODE) 

本機のデジタル音声入力端テとアナログ 
音声入力端子の両ちにつないでいる場 
合、どちらかに固定したり、視聴するソ 
フトの種類によって切り換えることびで 
をます。 

1 本体の INPUT SELECTOR っま 
みを回して入力を選ぶ。 

U モコンの入力切り換えボタンを押 
して操作することもでをます。 

2 本体の INPUT MODE をくり返 
し押して、音声入カモードを選 
ぶ。 

本機の表示窓に、選んだ音声入力 
モードび表示されます。 


• HDMI 1〜3または DMPORT 入力を選ん 
でいるとをは、「—— J と表ちされ、他の項 
目は還べません。 HDMI 1~3または 
DMPORT L ツ外の入力 U 外を還び、音靑乂力 
モードを設定してください。 


音声入カモード 

■ AUTO 

デジタル音声入力端テとアナログ音声入 
力端テの両方につないでいる場合、デジ 
タル音声入力び優先されます。デジタル 
音声入力びない場合は、アナログ音声入 
力び選ばれます。 

■ ANALOG 

AUDIO IN L / R 端テへのアナ□グ音声入 
力び常に選ばれます。 

ごま意 

•入力によっては、設定でさない音声入カモー 
ドびあ0ます。 

•アナ□グダイレクト機能を使っているとさ 
は、音靑入カモードは 「 ANALOG 」 に設定 
されます。他のモードは遅べません。 


■ホか - r か 
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化の入力か 6 の音声/ 
映像を楽しむ 


映像和音声信号を現在使っていない他の 
入力に割0当てることがでをます。 

例： DVD プレーヤーから光デジタル音 
声信号と映像信号を入力したいとさは 


DVD プレーヤー 



OPTICAL 
SAT/CATV 
IN 端子（音 
亩信号）へ 


COMPONENT 
VIDEO IN 1 端子 
( 映像信号）へ 



: oo [ Lf ■-コ j. 〇 


本機 


DVD 入力端子に割 0 当てる 
AUDIO メニユーの 
「 A. ASSIGN 」 を使う 
- VIDEO メニユーの 
「 V. ASSIGN 」 を使う 


1 アンプメニューを押ず。 

2 ♦/ ♦をくり返し}甲して 「 AUDIO 」 
または 「 VIDEOJ を選び、©ま 
たは■►を押ず。 

3 ♦/* をくり返し押して 「 A . 
ASSIGN 」 または rv . 
ASSIGN 」 を選び、©または 
を押ず。 

4 ♦/* をくり返し押して、入力を割 
り当てたい入力名を選ぶ（例： 
「 DVD 」)。 

5 ©または■►を押して、選択を巧 
定ずる。 

6 ♦/* をくり返し押して、手順4 
で選んだ割り当てたい入力を選 
ぶ。 


前の表示に戻るには 

♦を押します。 
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割り当てでさる入力 


割り当て可能な入力端子 

入力名 



VIDE01 

VIDE02 

BD 

DVD 

SAT 

SA-CD 

映像 

CMPNT 1 
(Component 1) 

O 

o 

o* 

o 

o 

o 


CMPNT 2 
(Component 2) 

o 

o 

o 

び 

o 

o 


CMPNT 3 
(Component 3) 

o 

o 

o 

o 

び 

o 


HDMI 1 

o 

o 

o 

o 

o 

o 


HDMI 2 

o 

o 

o 

o 

o 

o 


HDMI 3 

o 

o 

o 

o 

o 

o 


COMP 

( Composite ) 

び 

び 

o 

- 

o 

- 


NONE 

- 

- 

- 

o 

- 

び 

曰ド 

DVD COAX 

o 

o 

o 

び 

o 

o 


SAT OPT 

o 

o 

o 

o 

び 

o 


ANALOG 

び 

び 

0 * 

- 

o 

び 


* 初期設定 

ごま章 

•デジタル音靑入力を割0当てると、 INPUT 
MODE の設定び必要になる場合があります 
(57 ページ)。 

•同じ入力に複数の HDMI 入力を同時に割0 
当てることはでさません。 

•同じ入力に複数のデジタル音靑入力を同時に 
割り当てることはでさません。 

•同じ入力に複数のコンポーネント映像入力を 
同時に割り当てることはでさません。 


■ホ isj * なか - r か 
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デジタルメディアポー 
卜につないだ機器の音 
声/映像を楽しむ 

デジタルメディアポート （ DMPORT ) 

端テにデジタルメディアポートアダプ 
ターをつないで、デジタルメディアポー 
トアダプターにつないだポータブルオー 
ディオプレーヤーやパソコンなどの映像 
や音声を楽しめます。 

デジタルメディアポートアダプターは別 
売りです。 

デジタルメディアポートアダプターの接 
続について詳しくは、 r 4 a : オーディオ機 
器を接続する」 （19 ページ）をご覧< だ 
さい。 

ご注意 

•デジタル メディアポートアダプター によって 
は、映像出力びでをないちのびあります。 
•デジタル メディアポートアダプターの 種類に 
よっては、 U モコンで本機につないだ機器を 
操作でをます。 U モコン操作について詳しく 
は、12ページをご覧ください。 

1 DMPORT を押ず。 

本体の INPUT SEl _ ECTOR つまみ 
を使って、 「 DMPORT 」 を選ぶこと 
ちでをます。 

2 つないだ機器の再生を始める。 

つないだ機器の音声び本機で再生さ 
れ、テレビに映像び表示されます。 
操作について詳しくは、デジタルメ 
ディア ポー トアダプターの取扱説明 
書をご覧ください。 

ちょっと一言 

本機につないだポータブルオーディオで、 

MP 3 音青トラックや、その他の圧縮された 
ソースを聞くとさに、音を増強することびで 
きます。サウンドフィールド+/—をくり返 
し巧して、 「 PORTABLE 」 を遅んでください 
(45 ページ）。 


パイアンプ接続する 



1 アンプメニューを押ず。 

2 ♦/ ♦を<0返し}甲して rsPKRj 
を選び、©または■►を押ず。 

3 ♦/* をくり返し押して 
「 PATTERN 」 を選び、任)または 
+を押ず。 

4 ♦/* をくり返し押してサラウンド 
バックスピーカーやフ□ント八 
イスピーカーなしのスピーカー 
パターンを選ぶ。 

5 ©または♦を押ず。 

6 ♦/* をくり返し押して rsB 
ASGNJ を選び、©または■►を 
押ず。 

7 ♦/* をくり返し押して旧1- 
AMPJ を選ぶ。 

SPEAKERS SURROUND BACK / 
FRONT HIGH / BI - AMP/FRONT B 
端テから SPEAKERS FRONT A 端 
テと同じ信号び出力されます。 

メニューか5巧けるには 

アンプメニューを押す。 
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ごま章 

•自|^^場補正機能を使ラ場合は、その前に 
「 S 目 ASGN 」 を 「 BI - AMP 」 に設定してく 
ださい。 

• rS 目 ASGN 」 を「目 I - AMP 」 に設定すると、 
サラウンドバックスピーカーとフ□ント八イ 
スピーカーのレベル、距離などの設定は無効 
となり、フ□ントスピーカーの設定が反映さ 
れます。 

•「 PATTERN 」 でヴラウンドバックスピー 
カーまたはフ□ント八イスピーカーありの設 
定にした場を、 「 S 目 ASGN 」 を 「 BI - AMP 」 
に設定でをません。 


設定メニューの使いか 
た 

メニューを使って、本機のさまざまな設 
定をすることびでをます。 



1アンプメニューを押ず。 

2 ♦/* をくり返し押して設定したい 
メニューを選び、©または■►を 
押ず。 

3 ♦/ ♦をくり返し押して設定したい 
項目を選び、©または■►を押ず。 

4 ♦/* をくり返し押して、設定値を 
選ぶ。 

自動的に設定び確定されます。 

前の表示に戻るには 

♦ または戻るを押します。 

メニューか5抜けるには 

アンプメニューを押す。 

ごご手き 

表示窓のパラメーターや設定項目び暗く表示 
されているわのは、選んだ設定項目が機能し 
ない、あるいは変更でをなし''ことを意味しま 
す。 


■ホ is なか - r か 
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メニュ ーー 覽 

各メニューからしツ下の項目び設定でをます。詳しくは、参照ページをご覧ください。 

メニユ ー 

旗示] 

項目 
旗示] 

設定値 

初期値 

AUTO CAL 
[ A . CAL ] 

(34 ページ） 

自動音場補正 

KTART ] 



補正のタイプ 
に AL TYPE ] 

FULLFLAT、ENGINEER 
FRONT . REF、OFF 

FULL.FLAT 


U スこングポジション 
[ POSITION ] 

POS 1、 P 0 S 2、 P 0 S 3 

POS 1 


名前の入力 
[NAME IN ] 

詳しくは、35ページをご覧くだ 
さい。 


l_EVEL 

[ LEVEL ] 

(66 ページ） 

テスト!-ーン 3) 

[ T . TON 曰 

OFF、AUTO ■■■が 

OFF 

フ□ントスピーカー(左）レ 
ベル a ) 

[FL LVL ] 

FL -10.0 dB - FL +10.0 dB 
(0 .己 d 目単位） 

FLO dB 


フ□ントスピーカー(ち）レ 
ベル a ) 

岡 LVL ] 

FR -10.0 d 目〜 FR +1 日 . Od 目 
(0 .己 d 目単位） 

FR Od 巨 


センタースピーカーレベル 3) 
に NT LVL ] 

CNT —20.0 d 目〜 CNT +10. 日 
服 

(0 .己 d 目単位） 

CNT 日服 


サラウンドスピーカー（左） 

レベルが 

に1_ LVL ] 

SL — 20.0 d 目〜 SL +10.0 d 目 
(0 .己 d 目単位） 

S し 0 d 巨 


サラウンドスピーカー（ち） 
レベル 3) 
l；SR LVL ] 

SR - 20.0 d 巨〜 SR +10.0 d 巨 
(0 .己 d 目単位） 

SROdB 


サラウンドバックスピーカー 
レベル a ) 

に巨 LVL ] 

S 巨一20.0 d 巨 〜 SB +10.0 d 艮 
(0 .日 d 目単位） 

S 巨 Od 巨 


サラウンドバックスピーカー 
(左）レベルが 
に巨1_ LVL ] 

S 巨し 一 20.0 d 巨〜 S 巨し +10.0 
服 

(0 .己 d 目単位） 

S 巨 LO d 巨 


サラウンドバックスピーカー 
(ち）レベルが 
に目 R LVL ] 

S 臣 R —20.0 d 巨〜 S 臣 R +10.0 
d 巨 

(0 .日 d 目単位） 

S 巨 R 0 d 巨 


フ□ント八イスピーカー 
(ち）レベル a ) 

[LH LVL ] 

LH -20 .日 d 巨 〜 LH +10.0 dB 
(0 .日 d 目単位） 

LH 0 dB 


フ□ントノ V イスピーカー 
(ち）レベル a ) 

[RH LVL ] 

RH - 20.0 d 目 〜 RH +1日 . Od 巨 
(0 .己 d 目単位） 

RHOd 巨 


サブウーファーレベルが 
l；SW LVL ] 

SW 一 20.0 d 艮 〜 SVV +10.0 dB 
(0 .日 d 目単位） 

SWOd 巨 
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メニユ ー 

麽示] 

項目 
原示] 

設定値 


初期値 


ダイナ S ックレンジの圧縮 
[ D . RANGE ] 

COMP . MAX 、 COMP . STD 、 
COMRAUTO 、 COMP . OFF 

COMP.AUTO 

SPEAKER 

[ SPKR ] 

(67 ページ） 

スピーカーパターン 
[ PATTERN ] 

詳しくは、 

さい 

67 ページをご覧くだ 

3/4.1 

フ□ントスピーカーサイズが 
[ FRTSIZE ] 

LARGE 、 

SMALL 

LARGE 


センタースピーカーサイズが 
に NT SIZE ] 

LARGE 、 

SMALL 

LARGE 


サラウンドスピーカー 

サイズが 

[SUR SIZE ] 

LARGE 、 

SMALL 

LARGE 


フ□ント八イス ピーカー 
サイズ a ) 

町 SIZ 曰 

LARGE 、 

SMALL 

LARGE 


サラウンドバックスピーカー SPK 目、 BI - AMP、OFF OFF 

の割0当て d 
[SB ASGN ] 


フ□ントス ピーカー （左) 
までの距離を 
[FL D に T .] 


フ□ントスく一力一（ち) 
までの距離^ 

[FR DIST .] 


センタースピーカーまでの 
距離3^ 

[CNT D に T .] 


サラウンド スピーカー （左) 
までの距離が 
[SL D に T .] 


サラウンドスピーカー(ち） 3’3"〜32’9" (1 inch 単做 9’10" 

までの距離が 1 .00 m 〜10.00 m (0.01 m 3.00 m 

[SR DIST ] _ 単位） 

サラウンドバックスピーカー 
までの距離が 
[SB D に T ] 


サラウンドバックスピーカー 
(左）までの距離が 
[ S 巨 L DIST ] 


サラウンドバックスピーカー 
(ち）までの距離 3) 

[ S 巨 R DIST ] 


フ□ント八イス ピーカー 
(左）までの距離が 
[LH DIST ] 



け! 

0 

を 

0 

肅 

な 

が 

か 


次のぺージへつづ< 
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メニユ ー 

原示] 

項目 
原示] 

設定値 

初期値 


フ□ント A イスピーカー 
(ち）までの距離 a ) 

[RH DIST ,] 

3’3"〜32’9" り inch 単位） 

1 .00 m 〜 10.00 m (0.01 m 

9’10" 

3.00 m 


サブウーファーまでの距離が 
[SW DIST .] 

胃単位） 


距離の単位 
[ DIST . UNIT ] 

METER、FEET 

METER 


フ□ントスピー巧一のク□ス 
オーバー周波数ぶ 
[ FRTCRS .] 

CRS . 40 Hz 〜 CRS . 200 Hz 
(10 Hz 単位） 

CRS . 120 

Hz 


センタースピー巧一のク□ス 
オーバー周波数ぶ 
に NTCRS .] 

CRS . 40 Hz 〜 CRS . 200 Hz 
(10 Hz 単位） 

CRS . 120 

Hz 


サラウンドスピーカーのクロ 
スオーバー周波数 d ) 

l；SUR CRS .] 

CRS . 40 Hz 〜 CRS . 200 Hz 
(10 Hz 単位） 

CRS .120 

Hz 


フ□ント八イスピー巧一のク 
□スオーバー周波数ホ 
[FH CRS .] 

CRS . 40 Hz 〜 CRS . 200 Hz 
(10 Hz 単位） 

CRS . 120 

Hz 

SURROUND 

KURR ] 

(70 ページ） 

サウンドフィールドの種類の 
選択 

[ S . F . SELCT ] 

詳しくは、「サラウンド効果を楽 
しむ」をご覧ください （44 ペー 
ジ)。 

A . F . D . 

AUTO 


エフェクトレべル 
[ EFFECT ] 

EFCT . MIN 、 EFCT . STD 、 

EFCT . MAX 

EFCT . STD 

EQ 

防] 

(70 ページ） 

フ□ントスピーカーの低域レ 
ベル 

[ BASS ] 

BASS 一 10 d 巨〜 BASS +1 日 d 目 
(1 d 目 単位） 

BASS OdB 


フ□ントスピーカーの高域レ 
ベル 

[ TREBLE ] 

TRE -10 dB 〜 TRE +10 d 巨 
(1 d 目 単位） 

TREOd 臣 

TUNER 

[ TUNER ] 

(70 ページ） 

FM 放送局の受信モード 
[FM MOD 曰 

STEREO、MONO 

STEREO 

登録した放送局に名前を付け 
る 

[NAME IN ] 

詳しくは、「登録した放送局に名 
前を付ける」をご覧< ださい 
(43 ぺージ)。 


AUDIO 

[ AUDIO ] 

(71 ページ） 

音声と映像出力の同期 
[AN SYNC ] 

SYNC 0 〜 SYNC 3 日 

SYNCO 

二重音声モード 
[ DUAL ] 

MAIN / SUB 、 MAIN、SUB 

MAIN 


デジタル音靑入カデコードプ 
ライオ U ティ 

[ DEC . PRI 0] 

DEC . AUTO , DEC . PCM 

DEC . AUTO 
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メニユ ー 

陵示] 

項目 
瞭示] 

設定値 


初期値 


デジタル音亩入力の割0当て 
[ A . ASSIGN ] 

詳し<は、「他の入力からの音声 
/映像を楽しむ」 （58 ページ）を 
ご覧 < ださい。 



ナイトモード 
[NIGHT M .] 

MGHT . OFF 、 NIGHT . ON 


NIGHT.OFF 

VIDEO 

[ VIDEO ] 

(71 ぺージ） 

映像入力の割0当て 
[ V . ASSIGN ] 

詳しくは、「イ也の入力からの音声 
/映像を楽しむ」 （58 ページ）を 
ご覧 < ださい。 


HDMI 

[ HDMI ] 

(72 ページ） 

HDMI 機器制御機能の設定 
に TRLHDMI ] 

CTRL ON、CTRL OFF 


CTRL ON 

HDMI シグナルパススルー 
[ PASS . THRU ] 

ON 、 AUTO、OFF 


OFF 


HDMI 音声出力の設定 
[ AUDIO . OUT ] 

TV + AMP、AMP 


AMP 


HDMI のサブウーファーレべ 
ル6^ 

[SW l _ EVEL ] 

SW AUTO . SW +10 d 巨、 
SWOdB 


SW AUTO 


HDMI のサブウーファー□一 
パスフィルタ e ) 

[SW L . P . F .] 

L . P . F . ON 、 L . P . F . OFF 


L . P . F . ON 


サウンドフィールド設定 
[ S . FIELD ] 

AUTO 、 MANUAL 


MANUAL 


オーディオ U ターンチヤンネ 
ル 

[ ARC ] 

ARC ON、ARC OFF 


ARC ON 

SYSTEM 
[ SYSTEM ] 
(73 ページ） 

表か窓の明るさ 
[ DIMMER ] 

DIM MAX、DIM MID 、 

DIM OFF 


DIM OFF 

ス U —プタイ7— 

[ SLEEP ] 

OFF 、0-30-00、1-00-00、 
1-30-00. 2-00-00 


OFF 


自動スタンバイ 
[ AUTO.ST 目丫] 

ST 巨丫 ON 、 ST 臣丫 OFF 


STB 丫 ON 


名前を付ける 
[NAME IN ] 

詳しくは、「入力に名前をつける」 
(38 ページ）をご覧ください。 




け! 

0 

を 

0 

滿 

な 

が 
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スピーカーパターンによっては、表示されない項目びあ0ます。 

が■■■部分には、スピーカーチャンネルび表示されます （ FL 、 FR 、 CNT 、 SL 、 SR 、 SB 、 

S 巨 L 、 S 臣 R 、 LH 、 RH 、 SVV )。 

G たの項目はサラウンドバックスピーカーまたはフ□ント八イスピーカーがない 「 PATTERN 」 に 
設定されているとさのみ、選べます （67 ページ)。 

のこの項目はスピーカーび 「 LARGE 」 に設定されていると選べません。 

がこの項目は HDMI 入力信号を検出したとをのみ、表示されます。 
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LEVEL メニュ ー 

各 スピーカーの レベルやバランスを調整 
でをます。これらの設定はすべてのサウ 
ンドフイールドについて有効です。 

■ T . TONE 

U スニングポジションに座り、テスト 
トーンの出力を聞をなびらスピーカーの 
レベルとノ（ランスを調節でをます。 
•OFF 

テストトーンび止まります。 

•AUTO ■■■* 

各スピーカーからテストトーンび順ま 
に出力されます。 

* ■■■部分には、スピーカーチヤンネルび 
表をされまず。 

スピーカーの レベルを調節ずるには 

しツ下の項目を使って、各 スピーカーの レ 
ベルを調節でをます。 

フ□ントスピーカー左/ちの場合、 

- 10 dB から+10 dB の範囲で 0.5 
dB 単位で設定でをます。他のスピー 
力一の場合、一 20 dB から+10 dB の 
範囲で 0.5 dB 単位で設定でをます。 

■ FL LVL 

■ FR LVL 

■ CNT LVL 

■ SL LVL 


ごま意 

スピーカーバター ンによっては、表おされな 
い項目びあ0ます。 

■ D . RANGE 

サウンドトラックのダイナミックレンジ 
を狭<します。深夜にル音量で映画を見 
たいとをなどに便利です。ドルビーデジ 
タルの音声にのみ働をます。 

• COMP . MAX 

ダイナミックレンジを極端に狭くしま 
す。 

• COMP . STD 

レコーディングエンジニアび意図する 
ダイナ5ックレンジでヴウンドトラッ 
クを再現します。 

• COMP.AUTO 

ダイナ5ックレンジび自動的に圧縮さ 
れます。 

• COMP . OFF 

ダイナ5ックレンジの圧縮は行われま 
せん。 

ちょっと一言 

ダイナミックレンジの圧縮は、サウンドト 
ラックのダイナ5ックレンジをドルビーデジ 
タルに記録されているダイナ云ックレンジ情 
報に基づいて圧縮します。 
rCOMP. STD 」 び本来の圧縮値ですび、控え 
めに感じるときは、 「 COMP . MAX 」 をおすず 
めします。これは極端にダイナミックレンジ 
を圧縮しますので、深夜のビデオ韶責などに 
便利です。アナ□グの U ミッターとは異なり、 
機器側び圧縮ポイントをあらかじめ予測して 
いるため、自然な圧縮にな日ます。 


■ SR LVL 

■ SB LVL 

■ SBL LVL 

■ SBR LVL 

■ LH LVL 

■ RH LVL 

■ SW LVL 
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SPEAKER メニユ ー 


SPEAKER メニューを使って、本機に接続している各スピーカーのサイズと距離を設 
定でさます。 

■ PATTERN 

接続しているスピーカーの数を設定します。スピーカーの設定に合わせます。 

例： 



スピーカー 

パターン 

フ□ント 

左/ち 

フ□ント八 
イ 

左/ち 

センター 

サラウン 

左/ち 

サラウン 
ドパック 
左 

サラウン 
ドバック 
ち 

サブウー 
ファー 

5/2.1 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

5/2 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

4/2.1 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

- 

〇 

4/2 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

- 

- 

3/4.1 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

3/4 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

2/4.1 

〇 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

2/4 

〇 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

3/3.1 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

3/3 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

2/3.1 

〇 

- 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

2/3 

〇 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

3/2.1 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

3/2 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

2/2.1 

〇 

- 

- 

〇 

- 

- 

〇 

2/2 

〇 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 

3/0.1 

〇 

- 

〇 

- 

- 

- 

〇 

3/0 

〇 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

2/0.1 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

2/0 

〇 - - - - - 


巧のぺージへつづ< 
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■ FRT SIZE 

• LARGE 

低域を充分に再生でをる大をなスピー 
カーをつないだ場合に選びます。通常 
は 「 LARGE 」 を選びます。サフウー 
ファーを使用しない場合は、 フ□ント 
スピーカーは自動的に 「 LARGE 」 に 
設定されます。 

• SMALL 

マルチチャンネルサラウンド音声の音 
び歪んだり、サラウンド効果び不充分 
な場合に選びます。カットされたフロ 
ントスピーカーの化域成分は、サフ 
ウーファーに回されて再生されます。 
ただし、フロントスピーカーの設定を 
「 SMALL 」 にすると、センター、サラ 
ウンド、フロント八イスピーカーち自 
動的にに MALL 」 に設定されます。 

■ CNTSIZE 

• LARGE 

ほ域を充分に再生でさる大をなスピー 
カーをつないだ場合に選びます。通常 
は 「 LARGE 」 を選びます。ただし、 
フロントスピーカーび rSMALU に 
なつていると、センタースピーカーを 
「 LARGE 」 に設定できません。 

• SMALL 

マルチチャンネルサラウンド音声の音 
び歪んだ D 、 サラウンド効果び不充分 
な場合に選びます。カットされたセン 
タースピーカーの化域成分は、フ□ン 
トスピーカー (「 LARGE 」 に設定され 
ている場合）またはサフウーファーに 
回されて再生されます。 


■ SUR SIZE 

サラウンドバックスピーカーの設定はヴ 
ラウンドスピーカーと同じになります。 

• LARGE 

低 i 或を充分に再生でをる大をなスピー 
カーをつないだ場合に選びます。通常 
は 「 LARGE 」 を選びます。ただし、 
フロントスピーカーび rSMALU に 
なっていると、サラウンドスピーカー 
を 「 LARGE 」 に設定できません。 
•SMALL 

マルチチャンネルサラウンド音声の音 
び歪んだ D 、サラウンド効果び不充分 
な場合に選びます。カットされたサラ 
ウンドスピーカーの化域成分は、 
「 LARGE 」 に設定した他のスピーカー 
またはサブウーファーに回されて再生 
されます。 

■ FH SEE 

•LARGE 

低域を充分に再生でをる大をなスピー 
カーをつないだ場合に選びます。通常 
は 「 LARGE 」 を選びます。ただし、 
フロントスピーカーび rSMALU に 
なつていると、フロント八イスピー 
力一を 「 LARGE 」 に設定できません。 

• SMALL 

マルチチャンネルサラウンド音声の音 
び歪んだ D 、サラウンド効果び不充分 
な場合に選びます。カットされたフロ 
ント八イスピーカーの化域成分は、 
「 LARGE 」 に設定した他のスピーカー 
またはサブウーファーに回されて再生 
されます。 


68 



ちょっと一言 

各スピーカーの 「 LARGE 」、「 SMALL 」 の違 
いは、「そのスピーカーの低音をカットするか 
しないか」です。に1\/1八1_1_」でカットされた 
低音は、 「 LARGE 」 と設定した他のスピー 
力一またはサブウーファーの低域に回されま 
す。しかし、でされば低域はカットしたくな 
いものです。したびって、どんなにル型のス 
ピーカーでわ、低音を再生させたい場合は 
「 LARGE 」 に設定します。逆に大型のスピー 
力一でわ、 低音を再生させたくない場合は 
に MALL 」 に設定します。 

全体の音量びルさい場含はすべてのスピー 
カーを 「 LARGE 」 に設定し、低音感び足り 
ない場合は、イコライヴーで低域を上げるこ 
とをおすすめします。イコライヴーの設定に 
ついては70ページをご覧ください。 

■ SB ASGN 

•SPKB 

追加のフ□ントス ピーカーを 

SPEAKERS SURROUND BACK / 
FRONT HIGH / BI - AMP/FRONT 目端 
テにつなぐ場合は、 「 SPKB 」 を選び 
ます。 

• BI-AMP 

バイアンプ接続でフ□ントスピーカー 
を SPEAKERS SURROUND BACK / 
FRONT HIGH / BI - AMP/FRONT 目に 
つなぐ場合は、 「 BI - AMP 」 を選びま 
す。 

•OFF 

サラウンドバックスピーカーまたはフ 
□ント八イス ピーカーを SPEAKERS 
SURROUND BACK/FRONT HIGH / 
BI - AMP / FRONT 目端テにつなぐ場合 
は、 rOFFj を選びます。 

ご注意 

バイアンプ （ BI - AMP ) や、フ□ントスピー 
力一 ( SPKB ) 接続から、サラウンドバック 
ゃフ□ント八イ接続に変更する場合 、 「SB 
ASGN 」 を 「 OFF 」 にし、自動音場補正を 
行ってください （31 ぺージ)。 


■ FL D に T. 

■ FR DIST. 

U スこングポジションからフ□ントス 
ピーカーまでの距離を設定します。左ち 
のフ□ントスピーカーまでの距離が同じ 
でない場合は、近いほラのスピーカーま 
での距離を設定します。 

■ CNT DIST. 

U スこングポジションからセンタース 
ピーカーまでの距離を設定します。 

■ SLDIST. 

■ SR DIST. 

U スこングポジションからサラウンドス 
ピーカーまでの距離を設定します。 

■ SB D に T. 

■ SBL DIST. 

■ SBR DIST. 

U スこングポジションからサラウンド 
パックスピーカーまでの距離を設定しま 
す。 

■ LH DIST. 

■ RH DIST. 

U スこングポジションからフ□ント八イ 
スピーカーまでの距離を設定します。 

■ SW DIST. 

U スこングポジションからサブウー 
ファーまでの距離を設定します。 

ご注意 

•スピーカーパターンによっては、表示されな 
い項目びあ0ます。 

下の場合は機能しません。 

-ヴンプ U ング周波数び96 kHz 似上の信号 
を受信している。 

-アナ□グダイレクト機能を使っている。 


次のページへつづ< 


■ホ is ! か H か 
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■ D に T.UNIT 

スピーカーまでの距離を表示する単位を 
切り換えます。 

• METER 

メー トル表示に切り換えます。 

•FEET 

フィート表示に切り換えます。 

■ FRT CRS. 

SPEAKER メニューで 「 SMALL 」 に設 
定されているフ□ントスピーカーの化音 
域のク□スオーバー周波数を調節しま 
す。 

■ CNTCRS. 

SPEAKER メニューで 「 SMALL 」 に設 
定されているセンタースピーカーの化音 
域のクロスオーバー周波数を調節しま 
す。 


r^、 ごち音 

本機では、各入力で最後に選んだサウンド 
フィールドが次回も適用されます（サウンド 
フィールド U ンク）。例えば、 DVD 入力に対 
して 「 HALL 」 を選び、その後、入力を切り 
換えて、ちラー度 DVD 入力に戻っても、 
「 HALL 」 び適用されます。 

■ EFFECT 

ヴウンドフィールドのシネマスタジオ 
EXA / B / C を選んだときの、サラウンド 
効果のレベルを選ぶことがでをます。 


EQ メニユ ー 

フ□ントスピーカーの音質（低域/高域 
のレベル）を調節でをます。 

■ BASS 


■ SURCRS. 

SPEAKER メこューで rSMALU に設 
定されているサラウンドスピーカーの低 
音域のク□スオーノ く一周波数を調節しま 
す。 

■ FH CRS. 

SPEAKER ニューで 「 SMALL 」 に設 
定されているフ□ント八イスピーカーの 
低音域のク□スオーバー周波数を調節し 
ふ^ 〇 


SURROUND メニュ ー 

お好みのヴウンドフイールドを選べま 
す。 


■ TREBLE 

スごす昔 

の場合は機能しません。 

-サンプリング周波数び48 kHz 政上の信号 
を受信している。 

-アナ□グダイレクト機能を使っている。 

ちょっと一言 

フ□ントスピーカーの低域レベルと高域レべ 
ルは、本体の TONE MODE 、 TONE +/- つ 
まみでも調節できますほページ)。 


TUNER メニュー 

FM 放送局の受信モードを設定でをます。 
また、登録した放送局に名前を付けるこ 
とちでをます。 


■ S.F. SELCT 

お好みのヴウンドフイールドを選ぶこと 
びでをます。詳しくは、「サラウンド効 
果を楽しむ」 （44 ページ）をご覧くださ 
し、 


■ FM MODE 

• STEREO 

ステレオで放送されたラジオ放送をス 
テレオとして受信します。 

•MONO 

放送信号に関わらず、モノラルとして 
受信します。 
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■ NAME IN 

登録した放送局に名前を付けます。詳し 
くは、惜録した放送局に名前を付ける」 
(43 ページ）をご覧ください。 


AUDIO メニュ ー 

お好みに合わせて音声を設定でをます。 

■ A/V SYNC 

入力された音声を遅らせて、映像と音声 
のずれを調節することびでをます。0 (0 
ms ) 〜30 (300 ms ) の範囲で10 ms 
ごとに調節でをます。 

巧ち音 

•大さな液晶ディスプレイやプラズマモニ 
夕一、 プ□ジェクターなどを使用していると 
さに便利です。 

• U 下の場合は機能しません。 

一 受信しているマルチチャンネルリニア 
PCM や Dolby TrueHD 信号のサンプ U 
ング周波数び96 kHz U 上のとさ。 

-アナ□グダイレクト機能を使用している。 

■ DUAL 

デジタ j レ放送を聞 < とをの音声を選びま 
す。この機能は、ソースび MPEG -2 
AAC やドルビーデジタルフォーマット 
のとをのみ有効です。 

• MAIN/SUB 

フロント左 スピーカーから 主音声、フ 
□ントち スピーカーから 副音声を同時 
に出力します。 

•MAIN 

主音声のみを出力します。 

•SUB 

副音声のみを出力します。 

■ DEC. PRIO 

HDMI IN 端テまたは DIGITAL IN 端テ 
に入力されるデジタル音声の入カモード 
を設定でをます。 

• DEC . AUTO 

DTSs ドルビーデジタル、 MPEG -2 
AAC 、 PCM の音声入力を自動的に判 
別し、再生します。 


• DEC . PCM 

DIGITAL IN 端テからの信号を選んで 
いるとをに、 PCM 信号を優先して処 
理します（頭切れを防ざます)。なお、 
PCM 外の信号び入力された場合、 
信号フォーマットによっては音び出な 
くなることびあります。この場合は 
「 DEC . AUTO 」 に設定してください。 
HDMI IN 端テからの信号を選んでいる 
とさは、つないだ機器からは PCM 信 
号のみ出力されるよラになります。そ 
の他のフォーマットを受信する場合は 
「 DEC . AUTO 」 に設定してください。 

ごま意 

•「 DEC . PRIO 」 を 「 DEC . PCMJ に設定 
した場合でち、再生する CD の信号によっ 
ては頭切れすることびあ0ます。 

•DTS CD を再生するには、 「 DEC . PRIO 」 
を 「 DEC . AUTO 」 に設定します。 

■ A. ASSIGN 

特定の入力のデジタル音声入力を、他の 
入力に割 D 当てることびでをます。詳し 
<は、 r 他の入力からの音声/映像を楽 
しむ」 （58 ページ）をご覧ください。 

■ MGHTM. 

音量びルさい状態でち、劇場のよラなヴ 
ラウンド効果を楽しめる機能です。詳し 
くは、 r ル音量でサラウンド効果を楽し 
む （NIGHT MODE )」（49 ぺージ）を 
ご覧ください。 

• NiGHT.OFF 
• NIGHT . ON 


VIDEO メニユ ー 

映像入力の割り当てびでをます。 

■ V. ASSIGN 

特定の映像入力を、他の入力に割0当て 
ることびでをます。詳しくは、 r 他の入 
力からの音声/映像を楽しむ」 （58 ペー 
ジ）をご覧ください。 


■ホ is ! か3 
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HDMI メニュ ー 

HDMI 端テにつないだ機器の設定びでを 
ふ^ 〇 

■ CTRLHDMI 

HDMI 機器制御機能を有効にします。詳 
しくは、 r ブラビアリンク"機能を使 
ラ」 （5 日ページ）をご覧ください。 

■ PASS.THRU 

本機がスタンバイ状態でち HDMI 信号 
をテレビに出力でさるよラにします。 

•ON 

本機がスタンバイ状態時になっても、 
HDMI TV OUT 端テから HDMI 信号 
を出力し続けます。 

•AUTO 

本機のスタンバイ状態時に、テレビの 
電源を入れると本機の HDMI TV OUT 
端テから HDMI 信号を出力します。 
"プラビアリンク"対応のテレビをお持 
ちの場合、この設定をおすすめします。 
「 ON 」 設定時よりちスタンバイ状態時 
の消費電力を削減でさます。 

•OFF 

本機のスタンバイ状態時に、 HDMI 信 
号を出力しません。つないだ機器をテ 
レビで楽しむ場をには、本機の電源を 
入れてください。 「 ON 」 設定時よりを 
スタンバイ状態時の消費電力を削減で 
さます。 

ご注意 

•この項目は 「 CTRLHDMI 」 び 「CTRL 
OFF 」 のとさ表示されません。 

•「 AUTO 」 設定時は、 rONJ に設定した場合 
よりも映像と音靑が出るまでに時間びかかる 
ことがあります。 

•「 PASS . THRU 」 が 「 AUTO 」 または 「 ON 」 
に設定されている場含は、本機のスタンバイ 
状態時に 「 HDMI 」 表示び点灯します。ただ 
し、 「 PASS . THRU 」 び 「 AUTO 」 に設定さ 
れている場をは、信号を受信していないと表 
示は消えます。 


■ AUDIO.OUT 

本機と HDMI 接続した再生機から出力 
される HDMI 音声の出力先設定をしま 
す。 

• TV+AMP 

テレビのスピーカーと、本機につない 
だスピーカーから音声が出力されます。 

ごま号 

•本機で再生する音声は、チャンネル数やヴ 
ンプ U ング周波数など、テレビの性能に依 
をします。テレビびステレオに ch ) ス 
ピーカーの場合は、マルチチャンネルのソ 
フトを再生しても、本機の音声はテレビと 
同じステレオに ch ) になります。 

•本機に映像機器（プ□ジェクターなど）を 
つないでいるとき、本機につないだスピー 
カーから音が出ないことがあ0ます。その 
場合は、 「 AMP 」 に設定してください。 

•AMP 

再生機の HDMI 音声を本機につないだ 
スピーカーから 出力します。マルチ 
チャンネ j レの音声はそのまま再生可能 
です。 

ご注意 

「 AUDIO . OUT 」 び 「 AMP 」 に設定されて 
いると、テレビのスピーカーから音は出ま 
せん。 

■ SW LEVEL 

HDMI 接続を通してマルチチャンネル U 
コ PCM 信号が入力されているとさに 
サブウーファーのレベルを0 d 目または 
+1日 d 目に調節できます。 HDMI 入力ご 
とにレベルの設定がでをます。 

• SW AUTO 

入カソースのヴンプ U ング周波数に 
よって自動的に+10 d 目か日 d 目に設 
定します。 

• SW +10 dB 

•SWOdB 

ご注意 

この項目は、 HDMI 入力信号が検出されてい 
るとさにのみ表示されます。 
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■ SW L.RF. 

HDMI 接続でマルチチャンネルリニア 
PCM 信号び入力されているとさに、ヴ 
ブウーファー出力の□-パスフィルタを 
設定します。お持ちのサフウーファーに 
クロスオーノ（一周波数調整などの□ーパ 
スフィルタびない場合は、 rsw L . P.FJ 
に設定してください。 

• L . RF . ON 

常にカットオフ周波数120 Hz の □- 
パスフィルタび働をます。 

• L . P . F . OFF 

□ ーノ ':ス フィ ルターは 機能しません。 

ごま 意 

この項目は、 HDMI 入力信号びお化されてい 
るとさにのみ表おされます。 

■ S. FIELD 

デジタルテレビ放送のま組を視聴すると 
きに、オートジャンルセレクター機能を 
使ラかを設定します。詳しくは、「デジ 
タル放送のジャンルに応じて、サラウン 
ド効果を自動的に切 D 換える（オート 
ジャンルセレクター)」 （53 ページ）を 
ご覧ください。 

■ ARC 

HDMI ケーフルで本機につないだスピー 
力 一から テ レ ビの音声を聞くことびでを 
ます。詳しくは、 「 HDMI ケースレから 
テレビの音声を伝送する（オーディオ U 
ターンチャンネル)」 （56 ページ）をご 
覧ください。 

•ARC ON 

音声信号び HDMI TV OUT 端テに入力 
されます。 

•ARC OFF 

音声信号び TV OPTICAL IN 端テまた 
は TV AUDIO IN 端テに入力されます。 

ごま 意 

この項目は 「 CTRL . HDMI 」 び 「CTRL 
OFF 」 のとさ表おされません。 


SYSTEM メニュ ー 

本機の各種設定を変えることびでをま 
す。 

■ DIMMER 

表示窓の明るさを3段階で調節でさま 
す。 

■ SLEEP 

設定した時間びたつと、本機の電源び自 
動的に切れるよラにス U —プタイマーを 
設定でをます。詳しくは、「ス U —プタ 
イマーを使ラ」巧9ページ）をご覧くだ 
さい。 

■ AUTO.STBY 

30分し i (上操作びされないとを、または 
30分上本機に信号び入力されないと 
を、自動的にスタンバイ状態になるよう 
設定でをます。 

•STBY ON 

約30分後にスタンバイ状態にな D ま 
す。 

•STBY OFF 

スタンバイ状態になりません。 

ごま 意 

•この項目は、 TUNER 入力び還ばれていると 
きは機能しません。 

•ス U - プタイマーと才ートスタンバイ機能を 
両方有効にしている場合は、ス IJ ープタイ 
マーの設定び優先されます。 

■ NAME IN 

入力に名前を付けて、表示でをます。詳 
しくは、「入力に名前をつける」巧8 
ページ）をご覧ください。 


■ホ is ! か3 
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リモコンをほラ 


入力切り換えボタンの 
割り当てを変ちする 


3下記の表を参照し、使いたい機 
器の種類に対応ずるボタンを押 
し、 AV 電源をはなず。 

例：1を押し、 AV 電源をはなす。 
DVD ボタンでブルーレイディスク 
プレーヤーを操作でさるよラになり 

CN 9 〇 


お持ちの機器にをわせて入力切0換えボ 
タンの設定を変更でをます。例えば、ブ 
ルーレイデイスクプレーヤーを本機の 
DVD 端テにつないだ場合、リモコンの 
DVD ボタンでブルーレイディスクプ 
レーヤーを操作でさるよラに設定でをま 
す。 


ご注意 

TV または VIDEO 2、 DMPORT 、 TUNER 、 
HDMI 2 、HDMI 3入カボタンの割り当ては 
変更でさません。 


数字ボタン- 


ロロふ 0 

1 BD 1 

1 TV 1 

1 mo 1 1 端 1 ■ 

1 V10E01 I I VIDEO: i 

1 " が 1 

1 HDM1 1 1 

1 1 1 

I^DMPOfnj [TUNER j 

[HDMI 2 J 1 HDMI 3 j 

11111 


- AV 電源 


•割0当て 
でさる入 
力切り換 
えボタン 


1 割り当てを変更したい入力切り 
換えボタンを押しながら、 AV 電 
源を押ず。 

例： DVD を押しなびら、 AV 電源を 
押す。 


2 AV 電源を押したまま、手順1で 
選んだ入力切り換えボタンをは 
なず。 

例： AV 電源を押したまま、 DVD を 
はなす。 


機器の種類と BD または DVD 、 
SAT / CATV 、 VIDEO 1、 SA - CD / 
CD 、 HDMI 1 に対応ずるボタン 


機器の種類 

ボタン 

フルーレイディスクプレー 
ヤー 

(U モコンコード： BD 1) が 

1 

ブルーレイディスクレコー 
夕一 

(U モコンコード： BD 3) が 

2 

DVD プレーヤー 

(U モコンコード： DVD 1) 

3 

DVD レコーダー 

(U モコンコード： DVD 3) が 

4 

ビデオデッキ 

(U モコン〕ード： VTR 3) 

5 

CD プレーヤー 

6 

デジタル CS チューナー 

7 


a ) BD 1 または BD 3 の設定について詳しくは、 
ブルーレイディスクプレーヤーまたはブルー 
レイディスクレコーダーの取扱説明書をご覧 
ください。 

がソニー製の DVD レコーダーは DVD 1 また 
は DVD 3 の設定で操作できます。詳しくは、 
DVD レコーダーの取®説明書をご覧くださ 
し、。 
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リモコンをお買い上げ 
時の設定に戻す 



音量一を押したまま、電源と入力切 
換を押ず。 

1」モコンの設定びお買い上げ時の状態に 
民ります。 


その他 


用語集 

■ AAC (MPEG-2AAC) 

デジタル放送で標準に定められたデジタ 
ル音声方式です 。 Advanced Audio 
Codina (アドバンスド-才ーディオ- 
コーディング）の略で、高い圧縮率で音 
楽 CD 並みの音質を実現でをます。 

■ Cinema Studio EX 

r デジタルシネマサウンド」の集大成と 
ちいえるサラウンドモードです。「バー 
チャル•マルチディメンション」、「スク 
U - ン.デプス.マッチング」、そして 
r シネマスタジオ- U バーブ レーショ ン」 
の3つの技術でダビングシアターの音を 
再現します。 

仮想スピーカー技術「バーチャル.マル 
チディメンション」び 7.1 ch までの実ス 
ピーカー環境でマルチサラウンド環境を 
実現し、最新設備の映画館の音をご家庭 
のサラウンド環境で再現します。 
r スク U - ン.デプス' マッチング」は、 
フロント、センターの前方チャンネルの 
音に、実際の映画館と同様にスク U —ン 
越しに再生されることによる高域の減衰 
と音のふ<らみ、距離による音の奥行を 
感を付加します。 

r シネマスタジオ. U バーブレーション」 
は、ソニー-ピクチャーズ.エンタテイ 
ンメントのダビングスタジオをはじめと 
する、最新のダビングシアターや録音ス 
タジオの音響を再現します。スタジオの 
種類により A / B / C の3つのモードを選 
ベます。 

■ Component video (コンポーネ 
ント）映像 

映像信号を輝度 Y と色差 Pb 、 P 「 の3系 
統に分けて伝送ずる映像端子でず 。 DVD 
ビデオや八イビジョン映像などの高画質 
をより忠実に伝送します。3つの端子はそ 
れぞれ緑、青、赤で色分けされていまず。 

なのぺージへつづ< - 


J _」田：/篡くホ S 
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■ Composite video (コンポジッ 
卜）映像 

映像信号を伝送する最ち一般的な映像信 
号です。輝度 Y と色 C を1つにまとめ 
て伝送します。 

■ Deep Color 

HDMI 端テ内を通る信号の色深度を高め 
たビデオ信号です。 

従来の HDMI 端テでは、1ピクセル（画 
素）で表現可能な色数は24ビット 
(16,777,216 色）でしたび 、 Deep 
Color に対応した場合、よ D 局い36 
ビットなどに対応することび可能にな D 
ます。 

をビット化により色の濃さの階調をよ D 
細か<表現でをるため、連続した色の変 
化をなめらかに表すことびでをます。 

■ Digital Cinema Sound (DCS) 

映画館での迫力あるヴウンドをご家庭で 
楽しむために、ソニーびソニー.ピク 
チヤーズ-エンタテインメントとの協力 
により独自に開発した劇場音響再現技術 
です 。 DSP (デジタルシグナルプ□セッ 
ヴー）と計測データを結合して開発され 
たこの「デジタルシネマサウンド」で、 

ご家庭でち映画製作者び意図した理想的 
な音場を体感でをます。 

■ Dolby Digital 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、 
音声デジタル圧縮技術です。フロント 
( L / R )、 センター、サラウンド （ L / R )、 
サブウーファーの 5.1 ch で構成され、 
DVD ビデオの標準音声フォーマットに 
も採用されています。 


■ Dolby Digital Plus 

Dolby Digital 円 us は従来のドルビーデ 
ジタルをさらに高音質-高機能に進化さ 
せた音声フォーマットで、 HD クオ U 
ティの映像に U ッチなサラウンドサウン 
ドを提供する柔軟性と効率性を備えてい 
ます 。 Dolby Diaital Plus の優れたコー 
ディング効率により、映像やその他の 
サービスのために割り当てるビットレー 
卜に影響を与えることなく、最大 7.1 ch 
の高品質なサラウンド音声を実現するこ 
とび可能になります。 

■ Dolby Digital Surround EX 

ドルビーラボラト u —ズ社び開発した、 
音響技術です 。 Dolby Digital の 5.1 ch 
信号のサラウンド ( L / R ) に後ちのサラ 
ウンドバック （ SB ) を合成し、再生時 
に 6.1 ch で出力されます。特に動をのあ 
るシーンを、よりダイナミックでリアル 
な音場で再現します。 

■ Dolby Pro Logic II 

2 ch ステレオで記録された音声を 5.1 ch 
に変換して再生します。映画用の 
MOVIE モードと、音楽などのステレオ 
ソース用の MUSIC モードびあ D ます。 
従来のステレオで録音されたちい映画 
も、 5.1 ch の迫力で再現します。 

■ Dolby Pro Logic llx 

7.1 ch (または 6.1 ch ) スピーカー環境 
のための再生システムです。ドルビーデ 
ジタルサラウンド EX 作品に加え、通常 
の 5.1 ch ドルビーデジタル作品を 
7.1 ch (または 6.1 ch ) で再生でさま 
す。さらに通常のステレオ収録のコンテ 
ンツも 7.1 ch (または 6.1 ch ) で再生で 
をます。 

■ Dolby Pro Logic llz 

Dolby Pro Logic llz は左ものフロント 
八イスピーカーを通じて垂直ち向の表現 
をサウンドフィールドに加えます。才一 
ディ 才5ックスでま定感のない音をデ 
コードし、八イスピーカーより再生する 
ことで、一層の奥行をと臨場感を与えま 
す。 
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■ Dolby Surround (Dolby Pro 
Logic) 

ドルビーラボラト u - ズ社び開発した、 
音声処理技術です。ステレオ 2 ch の中に 
センター、サラウンドの音び合成されて 
います。再生時にデコーダーでフ□ント 
( L / R ) ととちに 4 ch サラウンドで出力 
します。 DVD ビデオに使用される、最 
を一般的な音声処理技術です。 

■ Dolby TrueHD 

Dolby TrueHD はドルビーラボラト U — 
ズによって開発されたな世代光ディスク 
向けのロスレス（可逆型）オーディオテ 
クノ□ジーです 。 Dolby TrueHD はスタ 
ジオマスターの高品質な音声データを 
ビット単位の精度まで完全に再現し、96 
kHz /24 ビットでは最大 8 ch 、 192 
kHz /24 ビットでは最大 6 ch のサラウン 
ド音声をサポートしています。 HD 映像 
との組み合わせにより 、 Dolby TrueHD 
はこれまで想像でをなかったほどの八イ 
クオリティなホームシアター体験を提供 
します。 

■ DTS 96/24 

高音質再生フォーマットです。 DVD ビ 
デオでは最高の、サンプリング周波数 
96 kHz /量子化ビット数24ビットで 
音を記録します。再生時のチャンネル数 
は、ソフトウェアにより変動します。 

■ DTS Digital Surround 

DTS 社び開発した、映画館向けの音声デ 
ジタル圧縮技術です。約4分の1の比較 
的ほい圧縮率で記録し、より高音質で再 
生します。 

■ DTS-ES 

サラウンドノ（ックを加えた 6. 1 ch ち式で 
再生します。全チャンネルを独立して記 
録する「ディスク U - 卜6.1」と、ドル 
ビーヴラウンド EX と同様、サラウンド 
バック音声を U アチャンネルに重ねて記 
録する「マト U ックス6.1」の2種類び 
あります。映画のサウンドトラックを再 
生するのに適しています。 


■ DTS-HD 

従来の DTS デジタルサラウンドを化張 
したオーデイオフォーマツトです。 

コアとエクステンションで構成され、コ 
ア部は DTS デジタルサラウンドと互換 
性を持っています。 

DTS-HD には、 DTS-HD High 
Resolution Audio と DTS-HD Master 
Audio の 2 種類びあります。 

DTS-HD High Resolution Audio は、 
最大転送レートび 6 Mbps の非可逆圧縮 
( Lossy ) で、最大96 kHz のヴンプ U 
ング周波数と最大 7.1 ch に対応します。 
DTS-HD Master Audio は、最大転送 
レートび 24.5 Mbps の可逆圧縮 
( Lossless ) で、48 kHz または96 
kHz のヴンプ U ング周波数で最大 
7.1 ch 、 192 kHz のヴンプ U ング周波数 
で最大 5.1 ch に対応します。 

■ DTS Neo:6 

2 ch ステレオで記録された音声を 7 ch 
に変換して再生します。映画用の 
CINEMA モードと、音楽などのステレ 
オソース用の MUS にモードびあ D 、 再 
生するソースや好みに応じて選べます。 

■ HDMI (High-Definition 
Multimedia Interface) 

テレビにつないだ機器のデジタル映像/ 
音声信号を直接つなぐインターフェース 
です。 HDMI 端テとテレビを1本のケー 
ブルでつなぐことで、高画質な映像とデ 
ジタル音声を楽しめます。デジタル画像 
信号の暗号化記述を使用した著作権な護 
技術である HDCP にも対応しています。 

■ PCM (Pulse Code 
Modulation) 

アナ □ グ音声をデジタ j レ音声にを換する 
ち式です。 

Pulse Code Modulation (パルス- 

コード-モジユレーシヨン）の略で、手 
軽にデジタル音声を楽しめます。 
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■サンプリング周波数 

音声などをアナログデータからデジタル 
データへ変換するとを、数字に置を換え 
る必要びあ D ます。この作業をヴンプ U 
ングと呼び、1砂間に記録する回数をヴ 
ンプ U ング周波数といいます。音楽 CD 
の場合、1砂間に44,100回記録してお 
り、ヴンプ U ング周波数を 44.1 kHz と 
表します。一般的には、ヴンプ U ング周 
波数び高いほど、記録された音声は高音 
質にな0ます。 

■ x.v.Color 

x . v . Color とは、 xvYCC 規格の親しみ 
やすい呼称としてソニーび提案している 
商標です。 xvYCC 規格とは、動画色空 
間の国際規格のひとつです。現行の放送 
などで使われている規格より広い色彩び 
表現でをます。 


使用上のごま意 


設置場所について 

電源プラグは容易に手び届 < 場所にある 

コンセントに接続してください。なのよ 

ラな場所には置かないでください。 

• ぐらついた台の上や不ま定な場所。 

• じゅラたんや布団の上。 

•湿気のをい所、風通しの悪い所。 

• ほこりのをい戸斤。 

• 密閉された所。 

•直射日光び当たる所、湿度び高い所。 

•極端に寒い所。 

•テレビやビデオデッキ、カセットデッ 
キから近い所。（テレビやビデオデッ 
キ、カセットデッキといっしょに使用 
するとを、近くに置くと、雑音び入っ 
たり、映像び乱れたりすることびあり 
ます。特に室内アンテナのとをに起こ 
りやすいので屋外アンテナの使用をお 
すすめします。） 


使用中の本体の温度上昇について 

使巧中、本体の温度びかなり上昇します 
び、故障ではありません。 

特に、大音量で鳴らし続けると、本体 
キャビネットの天板や側板、底板はかな 
り熱くなります。このよラなとさは、 
キャビネットに触れないよラにしてくだ 
さい。火傷などのけびの原因にな D ま 
す。また、密閉した場所に置いて使用し 
ないでください。温度上昇を防ぐため、 
風通しのよい所でお使いください。 
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ステレオを聞 < とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみ 
になるとさは、隣近所に迷 
惑びかからないよラな音量 
でお聞をください。特に、 

夜はルさめな音でち周囲に 
はよく通るものです。 

窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用にな 
るなどお互いにむを配り、快い生活環境 
を守りましょ5。このマークは音のエチ 
ケットのシンボルマークです。 


本機のお手入れのしかた 

キヤビネットやパネ j レ面の巧れは、中性 
洗剤を少し含ませた柔らかい巧で巧いて 
ください。シンナーやベンジン、アル 
コールなどは表面を傷めますので使わな 
いで < ださい。 


»障かな？と思った6 

修理に出す前にち5—度点検して<ださ 
い。 

それでも正常に動作しないとをは、ソ 
ニーの巧談窓 □ (裏表紙）にお問い合わ 
せ < ださい。 


音青 


どの音源を還んでも音び出ない、ほとん 
ど聞こえない 

•スピーカーおよび各機器び正しく接 
続されているか確認する。 

•スピーカーコードび正しく接続され 
ているか確認する。 

•本機と選んだ機器の電源び入ってい 
るか確認する。 

•MASTER VOLUME び 「VOL MIN 」 
に設定されていないか確認する。 

•本機前面の SPEAKERS び rSPK 
OFF 」 になっていないか確認する 
(29 ページ)。 

•へッドホンびつなびれていないか確 
認する0 

• 1」モコンの消音を押して、消音機能 
を解除する。 

•入力切り換えボタン（または本体の 
INPUT SE 1_ ECT 0 R つまみ）で正し 
い入力び選ばれているか確認する 
(37 ページ)。 

•保護回路び働いている。本機の電源 
を 切り、スピーカーの 接続にシ ヨー 
卜びないか確認して、 ちラー度電源 
を入れる。 


還んだ機器か S 音び出ない 

•選んだ機器の音声入力端子に正し< 
接続されているか確認する。 

•接続コードび本機や選んだ機器に正 
しく接続されているか確認する。 
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片方のフ □ ントスピーカーか 6 音げ出な 
い 

•へッドホンを PHONES 端テにつな 
ざ、ヘッドホンから音び聞こえるか 
確認する。へッドホンの片方のチャ 
ンネルしか聞こえない場合は、選ん 
だ機器と本機び正しく接続されてい 
ません。正しく接続されているか確 
認してください。両方のチャンネル 
び聞こえる場合は、フ□ントスピー 
力一び正しく接続されていません。 
正しく接続されているか確認してく 
ださい。 

• アナ□グ機器を接続しているときは、 
L / R の片方の端子のみに接続してい 
ないか確認する。音声コード（別売) 
を使って L / R 両方の端テに接続して 
<ださい。 


アナ □ グ 2 チャンネル入力の音び出ない 

•選んだ入力の INPUT MODE び 
「 AUTO 」 に設定されていないか 
(57 ページ)、また選んだ入力びデジ 
タル接続されていないか確認する。 

•選んだ入力の INPUT MODE び 
「 AUTO 」 に設定されていないか 
(57 ぺージ)、また 「 A . ASS に N 」 
機能を使って他のソースの音声入力 
に割 D 当てていないか確認する （58 
ページ）。 


デジタル入力 （COAXIAL OPTICAL) 
の音び出ない 

•INPUT MODE 機能を使って 
「 ANALOG 」 を選んでいないか確認 
する （57 ページ)。 

•アナログダイレクト機能を使ってい 
ないか確認する。 

•「 A . ASSIGN 」 機能を使って他の 
ソースの音声入力に割 D 当てていな 
いか確認する （58 ページ)。 

•テレビから信号を入力しているとを 
に TV OPTICAL IN 端テから音び出 
力されない場合は、 「 ARC 」 を 
「ARC OF 円に設定する （73 ぺ一 
ジ)。 


左ちの音のバランスび悪い、またはを面 
している 

•スピーカーおよび各機器び正しく接 
続されているか確認する。 

•1 _EVEL メ ニューにあるレベルパラ 
メーターを 調節する。 


/\ム音またはノイズびひどい 

•スピーカーおよび各機器び正しく接 
続されているか確認する。 

•接続コードびトランスやモーターか 
ら離れているか、テレビや堂光なか 
らは少なくとも3 m 離れているか確 
認する。 

•テレビを他のオーディオ機器から離 
して設置する。 

•プラグや端テび巧れている。アル 
コールで少し湿した巧で拭さ取る。 


センター / サラウンド/サラウンドバッ 
ク / フ □ ント A イスピーカーの音び出な 
い、ほとんど聞こえない 

•シネマスタジオ EX モードを選ぶ 
(44 ページ)。 

•AUTO CAL メニュー、または 
SPEAKER メニ;！一の 「 PATTERN 」 
を調べて適切なスピーカー設定に 
なっているかを確認する。そして、 
LEVEL メニューの IT . TONE 」 を 
使って、さスピーカーから音び出る 
か確認する。 

•スピーカーの音量を調節する （36 
ページ）。 
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サブウーファーの音び出ない 

•サフウーファーび正しく接続されて 
いるか確認する。 

•サブウーファーの電源び入っている 
か確認する。 

•選んでいるサウンドフィールドに 
よっては、サブウーファーからは音 
び出ません。 

•すべてのスピーカーび 「 LARGE 」 に 
設定されているとき、 「 NE 06 CIN 」 
または 「 NE 06 MUS 」 び選ばれてい 
るとサフウーファーからは音び出ま 
せん。 

•「 PATTERN 」 設定を確認する （67 
ページ)。 

サラウンド効果び得5れない 

•映画モードや音楽モードにサウンド 
フィールドを設定したか確認する 
(44、45ページ)。 

•サンプ U ング周波数び48 kHz 上 
の信号を受信しているとをは、サウ 
ンドフィールドは機能しません。 

ドルビーデジタルや DTS のマルチチャ 

ンネルの音声び再生されない 

•再生中の DVD などび、ドルビーデ 
ジタルや DTS で録音されているか確 
認する。 

• DVD プレーヤーなどを本機のデジタ 
ル入力端テに接続しているとをは、 
接続した機器の音声の出力設定を確 
認する。たとえば、"プレイステー 
シヨン 3" を接続しているとをは、 
BD / DVD の音声出カフォーマットを 
"プレイステーシヨン 3" の 
「 Bitstream 」 に設定する。 

•HDMI メニューの rAUDIO.OUTJ 
を 「 AMP 」 に設定する。 

録音びでさない 

•各機器び正しく接続されているか確 
認する。 

•入力切り換えボタンで録音したい機 
器を選ぶ （37 ページ)。 


デジタルメディアポートアダプターにつ 
ないだ機器か6音びでない 

•本機の音量を確認してください。 

•デジタルメディア ポー トアダプター 
とプレーヤーび正しく接続されてい 
ません。本機の電源を切り、デジタ 
ルメディア ポー トアダプターとプ 
レーヤーをつなざなおして<ださい。 

•本機びデジタルメディアポートアダ 
プターとプレーヤーのデバイスに巧 
応しているか確認してください。 


映像 

テレビ画面や モニターに 映像び出ない、 
または明瞭でない 

•適切な入力を選ぶ。 

•テレビの入カモードを確認する。 
•テレビをオーディオ機器から離す。 
•デジタルメディア ポー トアダプター 
によっては、映像を入力でをません。 

録画びできない 

•各機器び正しく接続されているか確 
認する。 

•入力切り換えボタンで録画したい機 
器を選ぶ巧7ページ)。 


か Q 音 
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ラジオ 


HDMI 


FM 放送の受信状態が悪い 

•750 同軸ケーブル（別売）を使っ 
て、下図のように本機と屋外アンテ 
ナをつなぐ。本機と屋外アンテナを 
つなぐ場合は、避雷のため、アース 
線を使って接地してください。ガス 
爆発を防ぐため、アース線をガス管 
に接続しないでください。 

置かアンテナ 


HDMI に入力しているソースの音び本機 
または本機に接続したテレビか5でない 

• HDMI 接続を確認するに1ページ)。 

• HDMI 接続でスーパーオーディオ 
CD は聞けません。 

•再生機器によっては、機器側で設定 
び必要な場合びあります。つないだ 
機器の取扱説明書ちご覧ください。 

•Deep Color や 3 D 伝送の映像や音 
声を視聴するとをは、八イスピード 
HDMI ケーブルでつないでいるか確 
認する。 


本体を面 



アース線 
(別売） 


♦ 

接地ずる 


放送局が受信でをない 

•アンテナび正し<つなびれているか 
確認する。アンテナの向をを調節し 
たり、屋外アンテナを使ったりする。 

•自動受信をしている場合に受信状態 
び悪いとさは、手動受信する。 

• AM 局をダイレクト受信していると 
田ま、受信範囲び正しいか確認する。 

•プ U セットしている場合、何ち登録 
していない、または登録した放送局 
を消してしまった。その場合は登録 
する （42 ページ)。 

• D 旧 PLAY をくり返し押して、表示窓 
で周波数を確認する。 


HDMI に入力しているソースの映像び本 
機に接続したテレビか5でない 

• HDMI 接続を確認する （21 ページ)。 
•再生機器によっては、機器側で設定 
び必要な場合びあ0ます。つないだ 
機器の取扱説明書ちご覧 < ださい。 
•Deep Color や 3 D 伝送の映像や音 
声を視聴するときは、八イスピード 
HDMI ケーブルでつないでいるか確 
認する。 


HDMI 機器制御機能び働かない 

• HDMI 接続を確認する （21 ページ） 

•HDMI メニューで 「 CTRL.HDMU 
び 「CTRL ON 」 に設定されているこ 
とを確認する。 

•つないだ機器び HDMI 機器制御機能 
に対応していることを確認する。 

•つないだ機器の HDMI 機器制御機能 
設定を確認する。お持ちの機器に付 
属の取扱説明書をご覧 < ださい。 

• HDMI 接続を変更したり、電源コー 
ドの抜を差しをしたり、電源に不具 
合びあるときは、 r ブラビアリンク" 
機能の準備をする」 （50 ページ）の 
手順をくり返す。 
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システムオーディオコント□-ル機能を 
使つているとさに本機とテレビの両ちか 
S 音び出ない 

•テレビびシステムオーディオコント 
□-ル機能に対応していることを確 
認する。 

•テレビにシステムオーディオコント 
□-ル機能びないときは 、 HDMI メ 
ニューの 「 AUD の. OUT 」 を下記の 
ように設定する。 

-テレビと本機につないだスピーカー 
から音を聞く ときは、 nV+AMPJ 
に設定する。 

-本機につないだスピーカーからのみ 
音を聞くときは、 「 AMP 」 に設定す 

•本機にプロジェクターなどの映像機 
器をつないでいるとき、本機につな 
いだ スピーカーから 音び出ない場合 
びあります。この場合は、 「 AMP 」 

に設定してください。 

•本機に接続した機器の音声び聞こえ 
ない 

-本機に HDMI 接続した機器を視聴 
するときは、本機の入力を HDMI 
に切り換える。 

-テレビ放送を視聴するとをは、テレ 
ビのチャンネルを切り換える。 
-テレビにつないだ他の機器を視聴し 
たい場合は、テレビを操作して、視 
聴したい機器または入力を選ぶ。テ 
レビの操作について詳しくは、テレ 
ビの取扱説明書をご覧 < ださい。 


本機び電源スタンバイのとき、テレビに 
映像と音声び出ない 

•本機び電源スタンバイのときに、テ 
レビへ出力される映像と音声は、本 
機の電源を切る前に最後に選ばれて 
いた HDMI 入力の信号です。視聴し 
たい機器び、最後に選ばれていた 
HDMI 入力と異なる場合は、機器の 
再生を開始して、ワンタッチプレイ 
を実行するか、本機の電源を入れて 
HDMI 入力を選び直してください。 

•"ブラビアリンク"に対応していない 
機器をつないでいる場合は、 HDMI 
メニューの rPASS . THRU 」 び 
rONJ に設定されているか確認する 
(72 ページ)。 


U モコン 


U モコンで操作でさない 

•本体の U モコン受光部に向けて操作 
する。 

• 1」モコンと本体の間にある障害物を 
取り除く。 

• 1」モコンの乾電池を新しいちのに交 
換する。 

• 1」モコンで正しい入力を選んだか確 
認する。 


その他 1 


本機の電源び自動のに切れる 
• TAUTO.STBYJ 機能び働いています 
(73 ページ)。 
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エラーメッセージ 

本機び正しく動作していないとを、表示 
窓にエラーメッセージび表示されます。 
表示によって、本機の状態びわかるよラ 
になっています。 liTF をご覧にな D 、 表 
示に合った対応をしてください。2、3 
度くり返しても正常に戻らないとさは、 
ソニーヴービス窓□にご相談ください。 
自動音場補正の測定中にエラーメッセー 
ジび表示された場合は、「エラーコード 
び表示されたとをは」巧3ページ）をご 
覧のラえ、ま示に合った対応をして<だ 
さい。 


PROTECTOR 

•スピーカー出力に異常な電流び流れ 
ている、または本機の上面び覆われ 
ています。数砂後に本機の電源び自 
動的に切れます。スピーカーの接続 
を確認し、再度電源を入れて<ださ 
し、。 


保証書と アフターサー 
ビス 

偏正書 

• この製品にはな証書び添付されていま 
すので、お買い上げの際お買い上げ店 
でお受け取 D ください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確 
かめのラえ、大切にイ呆巧してください。 
•保証期間は、お買い上げ曰よ D 1年間 
です。 

ア フターヴー ビス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調 
ベください。 


その他のをがび出たとまは 

本機を初期設定状態にしてください （29 
ページ)。すべての設定びお買い上げ時 
のが態に戻りますので、再設定び必要に 
なります。 


本機の設定を y セツトするた 
めの参照ぺージ 



U セツ ト ずるちの 

参照ページ 

すべての設定 

29 ぺージ 

調節したサウンドフィールド 

49 ぺージ 


それでち具合の悪いとさはサービス 
へ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご 
相談窓□のご案内」にあるお近くのソ 
ニーヴービス窓□にご相談ください。 

保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させて 
いただをます。詳しくはイ呆証書をご覧く 
ださい。 

保罰期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、 
ご要望により有料修理させていただをま 
す。 
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部品の保有期間について 

当社ではステレオの補修用性能部品（製 
品の機能を維持するために必要な部品） 
を、製造巧ち切り後8年間イ呆有していま 
す。この部品な有期間を修理可能の期間 
とさせていただをます。な有期間び経過 
した後ち、故障箇所によっては修理可能 
の場合びありますので、お買い上げ店 
か、サービス窓□にご相談ください。 

部品の交換について 

この製品では、修理のために部品を交換 
する際に、旧部品を回収させていただく 
場合びあります。あらかじめご了承くだ 
さい。 

ご相談になるときは巧のことをお知 
5せ < ださい。 

.型名： STR - DH 710 
•故障の状態：でさるだけ詳しく 
•購入年月曰： 

• お買い上げ店： 


まな仕様 


アンプ部 

実用最大出力 

ステレオモード （8 化 J 曰 TA ) : 

140 W (1 kHz , THD 
10 %) 

サラウンドモード （8 化 J 曰 TA ) : 

フ□ント部：140 W 
(1 チヤンネルあた 0) 
センター部：140 W 
(1 チヤンネルあた 0) 
サラウンド部：140 W 
(1 チヤンネルあた 0) 
サラウンドバック/フロ 
ント八イ部：140 W 
(1 チヤンネルあた 0) 

スピーカー適含インピーダンス 


フ□ント、サラウンド、 
センター、サラウンド 
バック/フ□ント八イ 

可. 

8 Q またはそれが上 


高調波ひずみ率 0.09% 下 

20 Hz - 20 kHz 
(8 n 負荷） 

8己 W + 8己 W 

周蔽数 if 寺'性 10 Hz - 70 kHz ±3 d 巨 

(8 Q 時）（サウンド 
フィールド、イコライ 
ヴー無効時） 

入力 

アナ□グ 入力感度：日00 mV / 

50 ka 

S / N 比リ： 96 d 巨 
( A 、 己00 mV 2)) 
デジタル （ Coaxial ) 

入カインピーダンス： 

75 n 


S/N 比：100 dB 
( A 、20 kHz LPF ) 
デジタル ( Optical ) 

S/N 比：100服 
( A 、20 kHz LPF ) 

出力（アナ□グ） 

AUDIO OUT 出力電圧：已〇〇 mV / 
10 kQ 


SUBWOOFER 出力電圧： 2 V /1 kn 


次のぺージへつづ < 
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イコライヴー 

ゲインレベル ±1日 dB 、1 d 巨単位 

叫 NPUTSHORT (サウンドフイールド、イ 
コライヴー無効時） 

2) 重み付さネットワーク入カレベル。 


FM チューナー部 

受信周波数 76.0 MHz -90.0 MHz 

アンテナ FM ワイヤーアンテナ 

アンテナ端子 75 a 不平衡型 

中間周波数 10.7 MHz 

AM チューナー部 

受信周放数 己31 kHz -1 1602 kHz 

(9 kHz 間隔） 

アンテナ AM ループアンテナ 

中間周放数 450 kHz 

ビデオ部 

入力/出力 

Video : 1 Vp - p 、 7己 Q 

COMPONENT VIDEO : 

Y :1 Vp - p 、 75 n 
Pb / Cb :日.7 Vp - p 、 

75 a . 

Pr / Cr :日.7 Vp - p 、 

75 a 


HDMI Video 

入力/出力 (HDMI Repeater block ) 
640 X 480 p @60 Hz 
720 X 480 p @59.94/60 Hz 
1280 X 720 p @59.94/60 Hz 
1920 X 1080憾 59.94/6 日 Hz 
1920 X 1080 p @59.94/60 Hz 
720 X 576 p @50 Hz 
1280 X 720 p @50 Hz 
1920 X 1080憾 50 Hz 
1920 X 108 0 p @50 Hz 
1920 X 108 0 p @24 Hz 


HDMI Video (3D) 

入力/出力 （HDMI Repeater block ) 
1280 X 7 S 0 p @59.94/60 Hz Frame 
packing 

1920 X 1080憾 59.94/6 日 Hz Frame 
packing 

1920 X 1080幡 59.94/60 Hz Side - by - 
Side ( Half ) 

1920 X 1080 p @ 己 9.94/60 Hz Side - 
by-Side ( Half ) 

に 80 X 720 p @50 Hz Frame packing 
1920 X 1080幡 50 Hz Frame packing 
1920 X 1080 i @50 Hz Side - by-Side 
( Half ) 

1920 X 108 0 p @50 Hz Side - by-Side 
( Half ) 

1920 X 108 0 p @24 Hz Frame 
packing 

電源、その他 

電源 AC 100 V . 50/60 Hz 

電源出力 （DIGITAL MEDIA PORT ) 

DC OUT ： 己 V 、 0.7 A (最大） 

消費電力 330 W 

消費電力（スタンバイ状態時） 

0.3 W 

最大外お寸法 約43日 mm X 157.己 

mm X 322 mm (幅/ 
高さ/奥行を、最大突 
起部を含む） 

質量 約8.日 kg 


仕様および外観は、改良のため、予告な 
<変更することがありますが、ご了承< 
ださい。 



省エネルギー 


•オートオフ機能 


本機は rjlSC 61 日 00-3-2 適を品」で 
す。 
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索引 


あ巧 

アナ□グダイレクト44 
映画モード44 
衛星放送チューナー 
接続する21,26 
エラーメッセージ84 
選ぶ 

スピーカー システム 
29 

オーディオ U ターンチャ 
ンネル （ ARC ) 56 
オートジャンルセレク 
夕一 53 
音楽モード45 

か巧 

ケーブルテレビチュー 
ナ_ 

接続する21,26 

さ巧 

サウンドフィールド 
選ぶ44 
U セット49 
システムオーディオコン 
卜□-ル52 
自動音場補正機能30 
消音37 
初期化 

本体メモ U 29 
U モコン75 
初期設定29 
シーンセレクト55 
スピーカー 
接続する16 
設置する13 
ス U - プタイマー 39 

た巧 

ナューナー 
接続する28 
デジタルメディアポート 
接続する19 


入力する60 
テストトーン36, 66 
テレビ 

接続する18 
テレビゲーム 機 
接続する27 
電源オフ連動54 
ドルビーデジタル76 
ドルビーデジタル EX 48 

な巧 

名前を付ける35, 38, 43 

は巧 

バイアンプ60 
バイアンプ接続17 
ビデオカメラ 
接続する27 
ビデオデッキ 
接続する27 
ブルーレイディスクプ 
レーヤー 

接続する21,24 
"プレイステーシヨン 3" 
接続する21 

ま巧 

メこ ユー 

AUDIO 71 
AUTO CAL 34 
EQ 70 
HDMI 72 
LEVEL 66 
SPEAKER 67 
SURROUND 70 
SYSTEM 73 
TUNER 70 
VIDEO 71 

6 行 

ラジオ 

自動で受信する 41 
手動で受信する41 


登録した放送局を聞 
<43 
U モコン9 
録音39 
録画40 

わ巧 

ワンタッチプレイ己1 

A-Z 、 0-9 

AAC 7 

A . F . D . モード44 
DTS 77 
DVD プレーヤー 
接続する21,2己 
DVD レコーダー 

接続する21,25, 27 
HDMI 

接続する21 
HDMI シグナルパスス 
ルー 72 

INPUT MODE 己7 
NIGHT MODE 49 
2チヤンネル44 
5.1 チヤンネル13 
7.1 チヤンネル13 



け! 

0 

を 
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よくあるお問い合わせ、窓口受イ寸時間などは 
巧ームページをご活巧ください。 


http://www.sony.cojp/support 



ソニー株式会社〒108-日日7日東京都港区港南1 -7- 1 
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